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夜
で
監
視
し
た
こ
と
で
作
品
内
に
「
完
全
な
連
続
性
」
が
生
じ
、
長
い
一
文
を
連

続
さ
せ
る
文
体
に
よ
っ
て
「
時
間
的
」
な
連
続
性
が
表
現
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し

た
。
そ
し
て
、
作
品
内
の
「
叙
述
時
間
」
が
「
心
理
的
時
間
」
を
「
そ
の
ま
ま
の

連
続
性
に
お
い
て
再
現
」
さ
れ
た
点
を
高
く
評
価
し
、「
鞭
」
は
「
完
璧
で
あ
る
」

と
述
べ
た（

（
（

。
さ
ら
に
、
伴
悦
は
、「
鞭
」
の
な
か
に
「
監
視
役
と
自
殺
志
願
者
と
の

心
理
的
交
錯
が
、
内
的
独
白
を
織
り
ま
ぜ
な
が
ら
」、「
心
の
『
内
的
時
間
』
が
語

ら
れ
る
構
図
」
を
読
み
取
り
、「
鞭
」
を
横
光
が
半
日
に
満
た
な
い
時
間
に
意
識
的

な
「
内
的
時
間
」
を
持
ち
込
ん
だ
最
初
の
作
品
と
し
て
位
置
付
け
た（

（
（

。

　「
鞭
」
は
、「
機
械
」（『
改
造
』、
一
九
三
〇
・
九
）
と
同
じ
時
期
に
執
筆
・
発
表
さ

れ
て
お
り
、
先
行
論
で
も
並
べ
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た（

（
（

。
し
か
し
、「
機

械
」
が
横
光
の
代
表
作
に
数
え
ら
れ
た
一
方
で
、「
鞭
」
は
そ
の
陰
に
隠
れ
た
。
た

と
え
ば
、
千
葉
亀
雄
は
二
作
品
の
「
新
味
が
あ
る
、
柔
軟
性
に
富
ん
だ
自
由
な
句

法
」
を
評
価
し
、「
機
械
」
に
つ
い
て
は
「
科
学
が
人
間
に
作
用
す
る
、
困
難
な
題

材
を
捉
へ
て
、
た
し
か
に
成
功
し
て
る
」
と
一
目
置
い
た
。
一
方
、「
鞭
」
に
つ
い

て
は
「
話
の
全
体
を
押
さ
へ
る
ほ
ど
の
強
い
迫
力
で
は
響
い
て
来
な
い
」
と
批
判

的
で
あ
っ
た（

（
（

。
大
森
義
太
郎
も
「
機
械
」
の
方
を
「
よ
り
力
の
入
つ
た
作
品（

（
（

」
と

評
価
し
、
川
端
康
成
も
「
鞭
」
を
「『
機
械
』
の
副
産
物
と
し
て
書
か
れ
た
も
の（

（
（

」

と
断
言
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
「
鞭
」
は
文
体
と
心
理
の
呼
応
が
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、「
私
」
の

心
理
に
影
響
を
及
ぼ
す
海
や
船
と
い
っ
た
環
境
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら

　
は
じ
め
に

　　「
鞭
」（『
中
央
公
論
』、
一
九
三
〇
・
九
）
は
、
一
等
船
客
の
乙
竹
順
吉
が
船
内
で

服
毒
死
し
た
経
緯
を
、事
務
長
の｢

私｣
（
坂
中
）
が
説
明
す
る
物
語
で
あ
る
。「
長

崎
を
出
て
か
ら
の
最
初
の
夜
」、「
私
」
は
「
警
察
」
か
ら
、
乙
竹
に
「
自
殺
の
虞

れ
が
あ
る
か
ら
監
視
を
頼
む
」
と
い
う
無
線
電
信
を
受
け
る
。「
私
」
は
乙
竹
の
自

殺
を
阻
止
す
る
た
め
に
徹
夜
で
監
視
を
続
け
る
が
、
結
局
、
乙
竹
は
砒
素
入
り
の

ウ
イ
ス
キ
ー
を
飲
ん
で
死
ん
で
し
ま
う
。「
私
」は
自
殺
を
止
め
よ
う
と
し
た
自
分

の
行
動
が
、
か
え
っ
て
鞭
を
打
つ
よ
う
に
乙
竹
の
自
殺
を
後
押
し
し
た
の
だ
ろ
う

と
振
り
返
っ
た
。

　「
鞭
」
に
は
作
品
内
に
句
点
と
改
行
が
少
な
く
、
読
点
と
重
複
文
を
多
用
し
た

長
い
一
文
が
脈
々
と
続
く
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、「
鞭
」
は
原
稿
用

紙
で
一
七
枚
程
度
の
短
編
だ
が
、
段
落
は
わ
ず
か
二
つ
、
文
（「
」
内
の
句
点
を
除

く
）
も
四
一
個
し
か
な
い
。
こ
の
よ
う
な
文
体
的
特
徴
は
、
登
場
人
物
の
心
理
を

具
象
化
し
た
も
の
と
し
て
発
表
当
時
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
谷
川
徹

三
は
、
横
光
作
品
に
お
け
る
文
体
と
心
理
描
写
の
有
機
的
な
関
係
に
注
目
し
、
日

本
語
の
後
置
詞
の
特
性
を
生
か
し
た
長
い
一
文
の
連
続
が
、「
特
異
な
シ
テ
ュ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
於
け
る
心
理
の
錯
綜
」
や
「
意
識
と
無
意
識
と
の
結
び
目
」
を
表
現
で

き
て
い
る
点
を
高
く
評
価
し
た（

（
（

。
ま
た
波
多
野
完
治
は
、「
鞭
」
で
は
「
私
」
が
徹
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れ
て
こ
な
か
っ
た
。「
鞭
」
は
、国
際
定
期
旅
客
船
で
の
死
亡
事
故
と
い
う
特
殊
な

状
況
を
扱
っ
て
お
り
、
船
上
で
生
活
す
る
人
物
を
語
り
手
と
す
る
。
そ
の
た
め
、

「
私
」
を
取
り
巻
く
環
境
を
調
査
し
、
彼
の
「
習
慣
」
の
解
像
度
を
上
げ
る
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
「
私
」
の
心
理
を
明
ら
か
に
す
る
う
え

で
も
重
要
と
い
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
国
際
定
期
旅
客
船
に
お
け
る
死
亡
事

故
と
い
う
特
殊
な
状
況
に
注
目
し
、
船
上
に
お
け
る
法
令
や
職
業
的
立
場
の
調
査

を
も
と
に
「
私
」
の
「
習
慣
」
を
具
体
化
す
る
こ
と
で
、「
私
」
の
語
り
に
内
在
す

る
心
理
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
心
理
が
ど
の
よ
う
に
生
成
、
表
現
さ

れ
た
か
検
討
す
る
こ
と
で
、「『
機
械
』
の
副
産
物
」
に
留
ま
ら
な
い
「
鞭
」
の
評

価
に
繋
げ
た
い
。

　
一

　「船
」
と
「
日
華
連
絡
船
」

　　「
鞭
」
は
、「
長
崎
」
か
ら
「
上
海
」
へ
向
か
う
国
際
定
期
旅
客
船
を
舞
台
と
す

る
。
河
田
和
子
や
劉
妍
が
指
摘
す
る
通
り
、「
船
」
の
モ
デ
ル
は
日
本
郵
船
株
式
会

社
（
以
下
、
日
本
郵
船
）
の
「
日
華
連
絡
船
」
で
あ
る（

（
（

。
先
行
論
で
は
、「
船
」
が

何
の
船
か
に
つ
い
て
は
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
な
ぜ
船
な
の
か
と
い
う
点
に
つ
い

て
は
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
章
で
は
「
日
華
連
絡
船
」
の
特
徴
を
整
理
し

た
う
え
で
、「
船
」
の
特
徴
や
作
品
内
に
お
け
る
効
果
を
検
討
し
た
い
。

　「
日
華
連
絡
船
」
は
、
一
九
二
三
年
二
月
に
日
本
郵
船
が
長
崎
・
上
海
間
で
運
航

を
開
始
し
た
命
令
航
路
で
あ
る
。
一
九
二
四
年
五
月
に
は
起
点
が
神
戸
ま
で
延
長

さ
れ
、
週
二
回
（
四
日
に
一
回
）
運
航
し
た（

（
（

。

　
こ
の
船
に
は
速
力
、
運
用
、
運
航
の
面
で
三
つ
の
特
色
が
あ
る
。

　
一
つ
目
は
、
最
新
技
術
に
よ
る
最
高
速
力
の
実
現
で
あ
る
。「
日
華
連
絡
船
」

に
は
「
長
崎
丸
」（
図
1
）
と
「
上
海
丸
」（
図
2
）
の
二
隻
が
配
船
さ
れ
て
お
り（
（1
（

、

い
ず
れ
も
イ
ギ
リ
ス
の
Ｗ
・
デ
ニ
ー
造
船
所
で
建
造
さ
れ
た
「
五
千
三
百
総
噸
型

タ
ー
ビ
ン
汽
船（
（（
（

」
で
あ
っ
た
。

最
高
速
力
は
二
一
ノ
ッ
ト
。
当

時
は
「
我
邦
に
於
け
る
最
高
速

力
船（
（1
（

」
と
も
称
さ
れ
た
。
時
刻

表
（
表
1
）
を
見
る
と
、乗
船
時

間
は
神
戸
・
長
崎
間
が
二
二
時

間
、
長
崎
・
上
海
間
が
二
七
時

間
で
あ
っ
た（
（1
（

。
開
設
当
時
の
新

聞
に
は
、「
上
海
長
崎
間
を
僅
か

0

0

二
十
七
時
間
の
快
速
船
」
と
い

う
見
出
し
で
、「
約
四
十
時
間
を

二
十
七
時
間
に
短0

縮0

（
（1
（

」
し
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。「
日
華

連
絡
船
」
は
移
動
時
間
を
約
半

日
「
短
縮
」
し
た
こ
と
で
、〈
最

高
速
力
〉
と
い
う
特
徴
を
可
視

化
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
二
つ
目
は
、
運
用
に
よ
る
待

機
時
間
の
「
短
縮
」
で
あ
る
。

外
航
船
に
は
入
港
時
の
検
疫
が

必
須
で
あ
る
が
、「
日
華
連
絡

船
」
で
は
乗
込
み
検
疫
が
実
施

さ
れ
て
い
た（
（1
（

。
船
内
に
船
医
、
検
疫
官
、
税
関
官
吏
ら
が
乗
り
込
み
、
航
行
中
に

検
疫
事
務
と
旅
具
検
査
を
完
了
さ
せ
る
。
当
時
は
日
中
間
の
移
動
に
「
旅
券
ノ
携

帯
」
が
「
免
除
」
さ
れ
た
ほ
ど
、
人
々
が
往
来
し
た
時
期
で
あ
る（
（1
（

。
乗
り
込
み
検

疫
に
よ
っ
て
「
数
時
間
乃
至
十
数
時
間
」
を
「
浪
費
」
す
る
「
煩
を
避
け
る
」
こ

図
１
　
長
崎
丸

図
２
　
上
海
丸

復路 往路 表
１
　
時
刻
表

第
三
日

第
二
日

第
一
日

第
三
日

第
二
日

第
一
日

神
戸

長
崎

上
海

上
海

長
崎

神
戸

着 発 着 発 着 発 着 発

午
後
四
時

午
後
五
時

午
前
一
一
時
半

午
前
八
時
半

※
現
地
午
前
七
時
半

午
後
四
時

※
現
地
午
後
三
時

午
後
一
時

午
前
九
時

午
前
一
一
時

二
三
八

と
は（
（1
（

、〈
最
高
速
力
〉
を
生
じ
る
一
助
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
船
客
と
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
も
合
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
つ
目
は
、運
航
の
確
実
さ
で
あ
る
。
日
本
郵
船
の
社
史
に
よ
る
と（
（1
（

、一
九
二
五

年
六
月
の
上
海
大
罷
業
と
日
貨
排
斥
運
動
や
、
一
九
二
八
年
五
月
の
済
南
事
変
な

ど
、
日
中
関
係
の
悪
化
に
よ
っ
て
国
内
会
社
の
中
国
航
路
は
た
び
た
び
運
休
を
強

い
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
な
か
で
、
命
令
航
路
だ
っ
た
「
日
華
連
絡
船
」
は
運
航

が
許
可
さ
れ
て
お
り
、
一
九
二
五
年
の
と
き
は
船
客
と
、
食
料
や
生
活
必
需
品
を

五
十
ト
ン
だ
け
輸
送
す
る
生
命
線
と
な
っ
た（
（1
（

。
横
光
は
、
こ
の
と
き
の
海
港
の
混

乱
や
港
沖
に
停
泊
す
る
貨
物
船
を
「
或
る
長
篇
」（
の
ち
の
『
上
海
』）
に
描
い
た（
11
（

。

ま
た
、
横
光
は
、
一
九
二
八
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
初
め
て
上
海
に
滞
在
し

て
お
り
、
済
南
事
変
に
よ
る
海
港
の
混
乱
と
物
流
の
停
滞
を
現
地
で
体
感
し
て
い

る（
1（
（

。
こ
こ
か
ら
、
横
光
は
調
査
や
実
体
験
を
通
し
て
、
停
船
に
よ
る
日
常
生
活
へ

の
影
響
や
船
を
止
め
な
い
こ
と
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
日
本
郵
船
は
一
九
三
〇
年
三
月
に
山
下
汽
船
と
協
定
を
結
び
、
上
海
航
路
を

独
占
航
路
と
し
た（
11
（

。「
鞭
」
の
発
表
は
一
九
三
〇
年
九
月
の
た
め
、当
時
の
読
者
に

は
「
船
」
が
「
日
華
連
絡
船
」
で
あ
る
と
容
易
に
推
定
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、「
日
華
連
絡
船
」
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
船
」
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
た
の
か
。
こ
こ
か
ら
は
「
船
」
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
国
際
定
期
船
と
い
う

特
徴
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　「
船
」
は
移
動
す
る
閉
鎖
空
間
で
あ
る
。
作
品
内
の
「
船
」
に
は
、「
私
」
の
語

り
に
よ
っ
て
ど
の
あ
た
り
を
航
行
し
て
い
る
の
か
推
測
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、「
私
」
は
乙
竹
に
対
し
て
、「
も
う
こ
の
あ
た
り
か
ら
時
間
を
一

時
間
遅
ら
せ
て
支
那
時
間
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、な
さ
い
ま
し
た
か
、」
と

声
を
か
け
、「
ラ
ヂ
オ
も
丁
度
も
う
上
海
の
が
か
か
つ
て
来
て
を
り
ま
す
よ
、
サ
ロ

ン
へ
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
ら
、」
と
提
案
す
る
。
ま
た
、乙
竹
の
自
殺
に
つ
い
て

も
、「
私
」
は
「
翌
日
の
三
時
に
な
つ
て
陸
地
が
見
え
出
す
ま
で
彼
を
死
な
さ
な
け

れ
ば
そ
れ
で
良
い
」
と
考
え
、
乙
竹
に
も
「
あ
な
た
が
御
上
陸
な
さ
る
ま
で
は
お

世
話
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
説
明
し
た
。
先
の
時
刻
表
に
よ
る
と
、

「
日
華
連
絡
船
」
は
長
崎
を
午
後
一
時
に
出
港
し
、
翌
日
の
午
後
四
時
に
上
海
に

到
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
長
崎
と
上
海
の
時
差
は
一
時
間
の
た
め（
11
（

、
現
地
時
間

で
は
午
後
三
時
の
到
着
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
翌
日
の
三
時
」
と
い
う
発
言
に
は
、

「
私
」
が
日
本
時
間
か
ら
「
支
那
時
間
」
へ
無
意
識
に
切
り
換
え
て
思
考
し
て
い
る

こ
と
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
鞭
」
で
は
、「
私
」
の
助
言
や
思
考
に
よ
っ

て
、「
船
」
が
日
本
と
上
海
の
は
ざ
ま
に
い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、結
末
で
は
「
夜
が
明
け
始
め
て
海
面
が
そ
ろ
そ
ろ
濁
り
出
し
た
頃
」

と
い
う
風
景
が
描
写
さ
れ
る
。
上
海
近
海
に
は
揚
子
江
の
黄
土
が
流
入
し
、
海
面

が
黄
色
く
濁
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
11
（

。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
海
面
の
色
に
よ
っ
て

「
船
」
が
国
境
を
越
え
、「
上
海
」
の
海
域
に
入
っ
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
私
」
の
語
り
は
、
標
準
時
、
言
語
・
文
化
、
海
域
と
い
っ
た
目

に
は
見
え
な
い
二
国
間
の
差
異
を
、
時
計
の
針
の
調
整
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
海
面
の

色
に
よ
っ
て
可
視
化
さ
せ
て
い
く
。こ
れ
ら
の
要
素
に
は
明
確
な
線
引
き
が
な
く
、

あ
く
ま
で
も
断
続
を
も
た
な
い
連
綿
と
し
た
意
識
の
描
写
に
よ
っ
て
越
境
が
表
現

さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
特
徴
は
、作
品
内
の
象
徴
的
な
構
図
に
も
う
か
が
え
る（
11
（

。「
鞭
」
で
は
冒
頭

か
ら
結
末
に
か
け
て
、
夜
か
ら
朝
へ
、
長
崎
（
日
本
）
か
ら
上
海
（
外
国
）
へ
、
生

か
ら
死
へ
と
ゆ
る
や
か
に
移
っ
て
い
く
。
時
間
・
空
間
・
生
死
が
反
転
す
る
な
か

で
、「
鞭
」
は
、
夜
と0

朝
、
長
崎
と0

上
海
、
生
と0

死
と
い
う
結
果
の
対
比
よ
り
も
、

夜
か
ら

0

0

朝
、
長
崎
か
ら

0

0

上
海
、
生
か
ら

0

0

死
と
い
う
変
化
に
至
る
過
程
の
方
を
焦
点

化
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
一
つ
の
継
続
す
る
現
象
と
し
て
成
立
で
き

る
の
が
「
船
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
定
期
船
で
あ
る
「
船
」
は
、
物
語

全
体
が
連
続
や
持
続
を
基
調
と
す
る
な
か
で
、作
品
内
の
文
体
と
呼
応
し
な
が
ら
、

そ
の
時
間
的
・
空
間
的
な
連
続
性
を
成
立
さ
せ
る
空
間
と
し
て
機
能
す
る
と
考
え
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と
は（
（1
（

、〈
最
高
速
力
〉
を
生
じ
る
一
助
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
船
客
と
時
代
の

ニ
ー
ズ
に
も
合
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
三
つ
目
は
、運
航
の
確
実
さ
で
あ
る
。
日
本
郵
船
の
社
史
に
よ
る
と（
（1
（

、一
九
二
五

年
六
月
の
上
海
大
罷
業
と
日
貨
排
斥
運
動
や
、
一
九
二
八
年
五
月
の
済
南
事
変
な

ど
、
日
中
関
係
の
悪
化
に
よ
っ
て
国
内
会
社
の
中
国
航
路
は
た
び
た
び
運
休
を
強

い
ら
れ
た
よ
う
だ
。
そ
の
な
か
で
、
命
令
航
路
だ
っ
た
「
日
華
連
絡
船
」
は
運
航

が
許
可
さ
れ
て
お
り
、
一
九
二
五
年
の
と
き
は
船
客
と
、
食
料
や
生
活
必
需
品
を

五
十
ト
ン
だ
け
輸
送
す
る
生
命
線
と
な
っ
た（
（1
（

。
横
光
は
、
こ
の
と
き
の
海
港
の
混

乱
や
港
沖
に
停
泊
す
る
貨
物
船
を
「
或
る
長
篇
」（
の
ち
の
『
上
海
』）
に
描
い
た（
11
（

。

ま
た
、
横
光
は
、
一
九
二
八
年
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
初
め
て
上
海
に
滞
在
し

て
お
り
、
済
南
事
変
に
よ
る
海
港
の
混
乱
と
物
流
の
停
滞
を
現
地
で
体
感
し
て
い

る（
1（
（

。
こ
こ
か
ら
、
横
光
は
調
査
や
実
体
験
を
通
し
て
、
停
船
に
よ
る
日
常
生
活
へ

の
影
響
や
船
を
止
め
な
い
こ
と
の
重
要
性
を
知
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
日
本
郵
船
は
一
九
三
〇
年
三
月
に
山
下
汽
船
と
協
定
を
結
び
、
上
海
航
路
を

独
占
航
路
と
し
た（
11
（

。「
鞭
」
の
発
表
は
一
九
三
〇
年
九
月
の
た
め
、当
時
の
読
者
に

は
「
船
」
が
「
日
華
連
絡
船
」
で
あ
る
と
容
易
に
推
定
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、「
日
華
連
絡
船
」
を
モ
デ
ル
と
す
る
「
船
」
は
、
ど
の
よ
う
に
描
か

れ
た
の
か
。
こ
こ
か
ら
は
「
船
」
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
、
国
際
定
期
船
と
い
う

特
徴
が
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
る
か
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　「
船
」
は
移
動
す
る
閉
鎖
空
間
で
あ
る
。
作
品
内
の
「
船
」
に
は
、「
私
」
の
語

り
に
よ
っ
て
ど
の
あ
た
り
を
航
行
し
て
い
る
の
か
推
測
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、「
私
」
は
乙
竹
に
対
し
て
、「
も
う
こ
の
あ
た
り
か
ら
時
間
を
一

時
間
遅
ら
せ
て
支
那
時
間
に
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
が
、な
さ
い
ま
し
た
か
、」
と

声
を
か
け
、「
ラ
ヂ
オ
も
丁
度
も
う
上
海
の
が
か
か
つ
て
来
て
を
り
ま
す
よ
、
サ
ロ

ン
へ
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
ら
、」
と
提
案
す
る
。
ま
た
、乙
竹
の
自
殺
に
つ
い
て

も
、「
私
」
は
「
翌
日
の
三
時
に
な
つ
て
陸
地
が
見
え
出
す
ま
で
彼
を
死
な
さ
な
け

れ
ば
そ
れ
で
良
い
」
と
考
え
、
乙
竹
に
も
「
あ
な
た
が
御
上
陸
な
さ
る
ま
で
は
お

世
話
申
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」
と
説
明
し
た
。
先
の
時
刻
表
に
よ
る
と
、

「
日
華
連
絡
船
」
は
長
崎
を
午
後
一
時
に
出
港
し
、
翌
日
の
午
後
四
時
に
上
海
に

到
着
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
長
崎
と
上
海
の
時
差
は
一
時
間
の
た
め（
11
（

、
現
地
時
間

で
は
午
後
三
時
の
到
着
に
な
る
。
つ
ま
り
、「
翌
日
の
三
時
」
と
い
う
発
言
に
は
、

「
私
」
が
日
本
時
間
か
ら
「
支
那
時
間
」
へ
無
意
識
に
切
り
換
え
て
思
考
し
て
い
る

こ
と
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
「
鞭
」
で
は
、「
私
」
の
助
言
や
思
考
に
よ
っ

て
、「
船
」
が
日
本
と
上
海
の
は
ざ
ま
に
い
る
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、結
末
で
は
「
夜
が
明
け
始
め
て
海
面
が
そ
ろ
そ
ろ
濁
り
出
し
た
頃
」

と
い
う
風
景
が
描
写
さ
れ
る
。
上
海
近
海
に
は
揚
子
江
の
黄
土
が
流
入
し
、
海
面

が
黄
色
く
濁
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る（
11
（

。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
海
面
の
色
に
よ
っ
て

「
船
」
が
国
境
を
越
え
、「
上
海
」
の
海
域
に
入
っ
た
こ
と
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
私
」
の
語
り
は
、
標
準
時
、
言
語
・
文
化
、
海
域
と
い
っ
た
目

に
は
見
え
な
い
二
国
間
の
差
異
を
、
時
計
の
針
の
調
整
、
ラ
ジ
オ
放
送
、
海
面
の

色
に
よ
っ
て
可
視
化
さ
せ
て
い
く
。こ
れ
ら
の
要
素
に
は
明
確
な
線
引
き
が
な
く
、

あ
く
ま
で
も
断
続
を
も
た
な
い
連
綿
と
し
た
意
識
の
描
写
に
よ
っ
て
越
境
が
表
現

さ
れ
て
い
く
。

　
こ
の
特
徴
は
、作
品
内
の
象
徴
的
な
構
図
に
も
う
か
が
え
る（
11
（

。「
鞭
」
で
は
冒
頭

か
ら
結
末
に
か
け
て
、
夜
か
ら
朝
へ
、
長
崎
（
日
本
）
か
ら
上
海
（
外
国
）
へ
、
生

か
ら
死
へ
と
ゆ
る
や
か
に
移
っ
て
い
く
。
時
間
・
空
間
・
生
死
が
反
転
す
る
な
か

で
、「
鞭
」
は
、
夜
と0

朝
、
長
崎
と0

上
海
、
生
と0

死
と
い
う
結
果
の
対
比
よ
り
も
、

夜
か
ら

0

0

朝
、
長
崎
か
ら

0

0

上
海
、
生
か
ら

0

0

死
と
い
う
変
化
に
至
る
過
程
の
方
を
焦
点

化
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
一
つ
の
継
続
す
る
現
象
と
し
て
成
立
で
き

る
の
が
「
船
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
定
期
船
で
あ
る
「
船
」
は
、
物
語

全
体
が
連
続
や
持
続
を
基
調
と
す
る
な
か
で
、作
品
内
の
文
体
と
呼
応
し
な
が
ら
、

そ
の
時
間
的
・
空
間
的
な
連
続
性
を
成
立
さ
せ
る
空
間
と
し
て
機
能
す
る
と
考
え
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ら
れ
る
。

　
二

　証
言
す
る
「
私
」

　　
そ
れ
で
は
、「
船
」
に
お
け
る
「
私
」
の
生
活
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。「
私
」

は
、
乙
竹
の
自
殺
に
つ
い
て
「
監
視
区
域
で
死
な
れ
て
は
職
責

0

0

上
都
合
が
悪
い
」

と
述
べ
、
服
毒
死
に
つ
い
て
は
、「
習
慣

0

0

か
ら
大
き
な
海
ば
か
り
に
気
を
取
ら
れ
て

ゐ
た
」
と
振
り
返
る
。
こ
の
よ
う
に
「
私
」
の
思
考
や
判
断
は
「
職
責
」
や
「
習

慣
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
内
実
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
事
務
長
の
仕
事
と
、
外
航
船
で
死
亡
者
が
出
た
と

き
の
対
応
を
確
認
し
、「
私
」
の
「
職
責
」
と
「
習
慣
」
の
解
像
度
を
上
げ
る
こ
と

で
、「
私
」
の
語
り
の
特
徴
を
再
検
討
し
た
い
。

　「
私
」
は
配
属
「
三
年
」
目
の
事
務
長
で
あ
る
。
事
務
長
は
旅
客
船
に
お
け
る

事
務
部
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
、
船
客
の
接
待
と
会
計
事
務
を
主
な
仕
事
と
す
る（
11
（

。
船

舶
は
船
長
を
最
高
責
任
者
と
し
た
タ
テ
社
会
で
あ
る
。
船
員
の
職
務
に
は
普
通
船

員
と
海
技
免
状
を
保
有
す
る
高
級
船
員
が
あ
り
、
後
者
は
前
者
に
対
し
て
強
い
権

力
を
持
つ（
11
（

。
事
務
長
は
海
技
免
状
を
保
有
し
な
い
が
、「
旅
客
を
収
容
す
る
船
舶

並
に
会
計
事
務
の
多
端
な
る
」
こ
と
か
ら
高
級
船
員
に
含
ま
れ
、
船
内
で
は
「
機

関
長
等
と
対
立
の
位マ

マ地
」
に
あ
っ
た（
11
（

。
当
時
の
乗
組
員
給
料
に
よ
る
と
、
一
つ
下

の
職
位
に
当
た
る
事
務
員
の
給
料
が
二
五
～
九
〇
円
だ
っ
た
の
に
対
し
、
事
務
長

の
給
料
は
そ
の
約
倍
に
相
当
す
る
八
五
～
一
六
五
円
で
あ
っ
た（
11
（

。
つ
ま
り
、「
私
」

は
「
事
務
長
」
と
い
う
職
位
に
よ
っ
て
、
船
内
で
地
位
と
責
任
の
あ
る
人
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
で
は
、
航
行
中
に
事
務
長
が
監
視
区
域
で
死
者
を
出
す
こ
と
は
、
職
責
上
ど
の

よ
う
な
不
都
合
を
生
じ
る
の
か
。
死
亡
者
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
と
し
て
、
当

時
の
海
事
法
に
お
け
る
検
疫
と
懲
戒
の
規
則
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
、「
海
港
検
疫
法
」（
法
律
第
一
九
号
、
一
八
九
九
・
二
・
一
三
）
に
よ
る
と
、

航
行
中
に
船
内
で
死
亡
者
が
発
生
し
た
場
合
、そ
の
船
舶
は
検
疫
対
象
と
な
っ
た
。

船
舶
は
入
港
時
に
検
疫
所
に
移
転
さ
せ
ら
れ
、
船
客
・
乗
組
員
・
貨
物
は
官
吏
の

許
可
が
出
る
ま
で
船
の
往
来
を
禁
じ
ら
れ
た
。
死
因
が
他
殺
の
場
合
は
船
客
・
乗

組
員
へ
の
聴
取
が
実
施
さ
れ
、伝
染
病
に
よ
る
場
合
は
船
内
消
毒
が
必
須
と
な
り
、

そ
れ
ら
の
費
用
は
船
長
や
会
社
が
負
担
し
た
（
九
・
一
〇
条
）。「
日
華
連
絡
船
」
で

も
船
内
に
死
者
が
い
る
場
合
は
乗
込
み
検
疫
が
で
き
ず
、呉
淞
港
（
上
海
）
と
長
崎

港
で
の
検
疫
が
必
要
で
あ
っ
た（
11
（

。
こ
れ
は
船
客
が
「
短
縮
」
で
き
た
は
ず
の
時
間

を
再
び
「
浪
費
」
さ
せ
ら
れ
、
船
舶
会
社
が
時
間
と
、
燃
料
費
や
人
件
費
な
ど
の

余
計
な
費
用
と
を
「
浪
費
」
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
た
め
、
事
務

長
が
監
視
区
域
で
死
者
を
出
す
こ
と
は
、
運
航
に
支
障
を
来
す
だ
け
で
な
く
、
会

社
の
経
費
と
信
用
を
損
な
わ
せ
る
重
大
な
過
失
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
次
に
、
船
員
の
過
失
懈
怠
に
よ
っ
て
死
亡
者
が
発
生
し
た
場
合
の
懲
戒
に
つ
い

て
確
認
す
る
。
船
客
が
死
亡
し
た
場
合
、
船
員
は
「
船
員
法
」（
法
律
第
四
七
号
、

一
八
九
九
・
三
・
七
）
と
「
海
員
懲
戒
法
」（
法
律
第
六
九
号
、
一
八
九
六
・
四
・
六
）

に
よ
っ
て
懲
戒
さ
れ
た
。「
船
員
法
」
で
は
、海
員
が
「
職
務
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ
」、

船
長
が
「
海
員
ヲ
懲
戒
ス
ル
コ
ト
」
を
認
め
た
（
三
六
条
）。「
懲
戒
」
に
は
監
禁
、

上
陸
禁
止
、
加
役
、
減
給
の
四
種
が
あ
り
、
船
長
が
「
行
為
ノ
軽
重
」
に
よ
っ
て

「
懲
戒
ノ
適
用
」
を
決
定
し
た
（
三
七
・
四
〇
条
）。
一
方
、「
海
員
懲
戒
法
」
で
は
、

「
義
務
ニ
違
背
シ
又
ハ
職
務
ヲ
怠
リ
タ
ル
ト
キ
」
に
「
海
員
審
判
所
ノ
裁
決
ヲ
以
テ

懲
戒
ヲ
加
フ
」
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
（
一
条
）。
な
お
、
国
外
で
発
生
し
た
事
案
に

つ
い
て
は
、
領
事
官
・
貿
易
事
務
官
が
証
憑
を
収
集
・
報
告
し
、
地
方
海
員
審
判

所
に
て
審
判
す
る
流
れ
で
あ
っ
た（
1（
（

。
こ
の
法
律
は
海
技
免
状
保
有
者
だ
け
を
対
象

と
し
て
お
り
、
懲
戒
に
は
免
状
行
使
の
永
久
禁
止
、
一
ヶ
月
～
三
年
の
停
止
、
譴

責
が
あ
っ
た
（
一
～
四
条
）。
免
状
行
使
を
禁
止
・
停
止
さ
れ
た
者
は
生
活
の
糧
を

失
い
、
会
社
も
そ
れ
に
よ
っ
て
業
務
に
支
障
を
来
す
。
つ
ま
り
、「
監
視
区
域
で
死

二
四
〇

な
れ
て
は
職
責
上
都
合
が
悪
い
」
と
い
う
「
私
」
の
思
い
は
、
過
失
懈
怠
に
よ
る

死
亡
事
故
の
発
生
が
、
船
員
の
懲
戒
や
会
社
の
損
失
を
生
じ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
私
」
の
事
務
長
と
し
て
の
「
職
責
」
や
海
事
法
に
基
づ
く
「
習

慣
」
を
踏
ま
え
た
と
き
、「
私
」
の
語
り
は
単
な
る
独
り
言
で
は
な
く
、
聞
き
手
の

い
る
語
り
と
し
て
立
ち
上
が
る
。「
鞭
」
は
、「
船
が
長
崎
を
出
て
か
ら
の
最
初
の

夜
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
は
じ
ま
る
。｢

最
初
の

0

0

0

夜｣

と
は
、少
な
く
と
も
二
夜

以
上
の
関
わ
り
を
前
提
と
す
る
言
葉
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、「
私
」
が
話
す
の
は

「
最
初
の
夜
」
の
出
来
事
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
私
」
が
「
最
初
の
夜
」
と
限

定
し
た
の
は
、
複
数
日
に
わ
た
る
出
来
事
を
話
す
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
件
に
二

夜
以
上
が
関
わ
る
こ
と
を
知
る
人
物
を
聞
き
手
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。「
日

華
連
絡
船
」
は
長
崎
・
上
海
間
を
三
泊
四
日
で
往
復
し
て
お
り
、
上
海
の
出
港
日

か
ら
「
最
初
の
夜
」
と
い
う
言
葉
が
成
立
す
る
。
先
述
し
た
通
り
、
海
事
法
で
は

航
海
中
に
死
者
が
出
た
場
合
、
船
長
や
官
吏
ら
が
船
員
を
事
情
聴
取
し
、
懲
戒
の

有
無
を
判
断
さ
せ
た
。「
私
」
に
は
海
技
免
状
が
な
い
た
め
、「
海
員
懲
戒
法
」
の

被
審
者
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
乙
竹
の
死
に
立
ち
会
っ
た
た
め
、
事
件
の
証

人
に
な
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
し
た
が
っ
て
、「
私
」
の
「
職
責
」
や
「
習

慣
」
を
鑑
み
た
場
合
、「
私
」
の
語
り
は
、
船
長
や
官
吏
等
に
事
件
の
経
緯
を
説
明

す
る
証
言

0

0

と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
事
件
の
証
言
と
い
う
視
点
で
分
析
す
る
と
、「
私
」
の
語
り
に
は
執
拗
に
繰
り
返

さ
れ
る
三
つ
の
要
素
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
乙
竹
の
自
殺
（
Ａ
）、
監
視
の
動

機
（
Ｂ
）、投
身
へ
の
警
戒
（
Ｃ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
冒
頭
で
も
繰
り
返

さ
れ
る
。
以
下
、
判
別
し
や
す
い
よ
う
に
、
要
素
ご
と
に
傍
線
を
引
き
、
Ａ
～
Ｃ

の
記
号
を
付
す
。

　
船
が
長
崎
を
出
て
か
ら
の
最
初
の
夜
に
な
つ
て
私
が
夕
食
を
と
ら
う
と
し

て
ゐ
る
と
、急
に
無
線
電
信
が
か
か
つ
て
来
て
一
等
船
客
の

Ａ

乙
竹
順
吉
と
云

ふ
青
年
に
自
殺
の
虞
れ
が
あ
る
か
ら

Ｂ

監
視
を
頼
む
と
云
つ
て
来
た
。私
が
事

務
長
に
な
つ
て
か
ら
三
年
に
な
る
が
こ
ん
な
電
信
を
受
け
取
つ
た
の
は
初
め

て
な
の
で
暫
く
は
思
案
に
あ
ま
つ
た
が

Ａ

自
殺
を
し
よ
う
と
云
ふ
男
を

Ｂ

監
視

し
て
み
る
の
は
監
視
の
仕
甲
斐
が
あ
つ
て
面
白
い
。い
つ
た
い

Ａ

死
ぬ
男
と
云

ふ
も
の
は
死
ぬ
前
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
も
の
な
の
か

Ｃ

船
の
中
で
自
殺

を
す
る
か
ら
は
い
づ
れ
投
身
す
る
の
に
ち
が
ひ
な
い
と
し
て
も
、Ａ

死
な
う
と

す
る
も
の
を
死
な
さ
な
い
や
う
に
邪
魔
を
す
る
の
も
惨
酷
だ
し
こ
れ
は
ど
う

し
た
も
の
か
と
私
も
だ
ん
だ
ん
真
面
目
に
な
つ
て
来
て
、
出
来
る
な
ら
何
と

か
う
ま
く
自
由
に
死
な
せ
て
や
り
た
い
も
の
だ
と
も
思
ひ
出
し
た
が
、
し
か

し
Ｂ

電
信
が
か
か
つ
て
来
て
ゐ
る
以
上
私
の
監
視
区
域
で
死
な
れ
て
は
職
責

上
都
合
が
悪
い
の
で

Ｂ
Ｃ

さ
う
自
由
に
楽
楽
と
海
中
へ
飛
び
込
ま
せ
て
も
お
け

な
い
の
だ
。

　「
鞭
」
は
二
段
落
構
成
で
あ
り
、
冒
頭
の
段
落
は
こ
の
三
文
だ
け
で
あ
る
。
わ

ず
か
三
文
の
な
か
に
、
乙
竹
の
自
殺
に
つ
い
て
四
回
、
監
視
の
動
機
に
つ
い
て
四

回
、
投
身
へ
の
警
戒
に
つ
い
て
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
。「
私
」
は
、
乙
竹
を
「
自
殺

を
し
よ
う
と
云
ふ
男
」
と
言
い
換
え
、
彼
の
死
を
「
自
殺
」
だ
と
繰
り
返
す
。
監

視
の
動
機
に
つ
い
て
は
乙
竹
へ
の
同
情
で
は
な
く
、「
職
責
」
お
よ
び
「
会
社
の
信

用
」
を
守
る
た
め
だ
と
言
う
。
自
殺
方
法
に
つ
い
て
は
「
投
身
す
る
の
に
ち
が
ひ

な
い
」
と
推
測
す
る
。
こ
の
三
つ
が
強
調
さ
れ
る
の
は
冒
頭
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、
全
四
一
文
の
う
ち
乙
竹
の
自
殺
に
つ
い
て
は
一
三
回
、
監
視
の
理
由
に
つ

い
て
は
一
〇
回
、
投
身
へ
の
警
戒
は
三
回
も
言
及
さ
れ
、
さ
ら
に
結
末
部
で
も
念

押
し
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
り
の
反
復
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
じ
る
の
か
。

　「
鞭
」
は
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
物
語
が
進
行
す
る
た
め
、乙
竹
と
の
や
り
と
り
や
事
件

の
経
緯
は
「
私
」
の
記
憶
と
認
識
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
る
。
久
本
千
佳
子
は
こ
の

点
を
踏
ま
え
て
、「
鞭
」
で
は
「『
私
』
が
語
る
内
容
以
外
は
、
想
像
、
推
測
を
す

る
し
か
な
い
、
と
い
う
作
品
の
構
造
」
が
、
読
者
に
「
想
像
の
自
由
」
を
与
え
る
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な
れ
て
は
職
責
上
都
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」
と
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私
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思
い
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過
失
懈
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に
よ
る
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事
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船
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の
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戒
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社
の
損
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る
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を
踏
ま
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た
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と
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る
。

　
こ
の
よ
う
に
「
私
」
の
事
務
長
と
し
て
の
「
職
責
」
や
海
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法
に
基
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く
「
習

慣
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を
踏
ま
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た
と
き
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私
」
の
語
り
は
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る
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り
言
で
は
な
く
、
聞
き
手
の
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語
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と
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て
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が
る
。「
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は
、「
船
が
長
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を
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て
か
ら
の
最
初
の

夜
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
は
じ
ま
る
。｢

最
初
の

0
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は
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も
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以
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の
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り
を
前
提
と
す
る
言
葉
で
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る
。
と
こ
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が
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が
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す
の
は

「
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初
の
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の
出
来
事
だ
け
で
あ
る
。
つ
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り
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私
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が
「
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の
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」
と
限

定
し
た
の
は
、
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に
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た
る
出
来
事
を
話
す
か
ら
で
は
な
く
、
こ
の
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に
二

夜
以
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が
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る
こ
と
を
知
る
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を
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き
手
と
し
た
た
め
と
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ら
れ
る
。「
日

華
連
絡
船
」
は
長
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・
上
海
間
を
三
泊
四
日
で
往
復
し
て
お
り
、
上
海
の
出
港
日

か
ら
「
最
初
の
夜
」
と
い
う
言
葉
が
成
立
す
る
。
先
述
し
た
通
り
、
海
事
法
で
は

航
海
中
に
死
者
が
出
た
場
合
、
船
長
や
官
吏
ら
が
船
員
を
事
情
聴
取
し
、
懲
戒
の

有
無
を
判
断
さ
せ
た
。「
私
」
に
は
海
技
免
状
が
な
い
た
め
、「
海
員
懲
戒
法
」
の

被
審
者
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
乙
竹
の
死
に
立
ち
会
っ
た
た
め
、
事
件
の
証

人
に
な
る
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。
し
た
が
っ
て
、「
私
」
の
「
職
責
」
や
「
習

慣
」
を
鑑
み
た
場
合
、「
私
」
の
語
り
は
、
船
長
や
官
吏
等
に
事
件
の
経
緯
を
説
明

す
る
証
言

0

0

と
し
て
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
事
件
の
証
言
と
い
う
視
点
で
分
析
す
る
と
、「
私
」
の
語
り
に
は
執
拗
に
繰
り
返

さ
れ
る
三
つ
の
要
素
を
確
認
で
き
る
。
そ
れ
は
、
乙
竹
の
自
殺
（
Ａ
）、
監
視
の
動

機
（
Ｂ
）、投
身
へ
の
警
戒
（
Ｃ
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
素
は
冒
頭
で
も
繰
り
返

さ
れ
る
。
以
下
、
判
別
し
や
す
い
よ
う
に
、
要
素
ご
と
に
傍
線
を
引
き
、
Ａ
～
Ｃ

の
記
号
を
付
す
。

　
船
が
長
崎
を
出
て
か
ら
の
最
初
の
夜
に
な
つ
て
私
が
夕
食
を
と
ら
う
と
し

て
ゐ
る
と
、急
に
無
線
電
信
が
か
か
つ
て
来
て
一
等
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客
の
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乙
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吉
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云
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に
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殺
の
虞
れ
が
あ
る
か
ら
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監
視
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と
云
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て
来
た
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事
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長
に
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か
ら
三
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に
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る
が
こ
ん
な
電
信
を
受
け
取
つ
た
の
は
初
め

て
な
の
で
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は
思
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に
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つ
た
が

Ａ

自
殺
を
し
よ
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云
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仕
甲
斐
が
あ
つ
て
面
白
い
。い
つ
た
い

Ａ

死
ぬ
男
と
云
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は
死
ぬ
前
に
は
ど
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な
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と
を
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も
の
な
の
か
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船
の
中
で
自
殺

を
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る
か
ら
は
い
づ
れ
投
身
す
る
の
に
ち
が
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な
い
と
し
て
も
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死
な
う
と

す
る
も
の
を
死
な
さ
な
い
や
う
に
邪
魔
を
す
る
の
も
惨
酷
だ
し
こ
れ
は
ど
う

し
た
も
の
か
と
私
も
だ
ん
だ
ん
真
面
目
に
な
つ
て
来
て
、
出
来
る
な
ら
何
と

か
う
ま
く
自
由
に
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な
せ
て
や
り
た
い
も
の
だ
と
も
思
ひ
出
し
た
が
、
し
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し
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電
信
が
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来
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ゐ
る
以
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私
の
監
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域
で
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な
れ
て
は
職
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上
都
合
が
悪
い
の
で
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さ
う
自
由
に
楽
楽
と
海
中
へ
飛
び
込
ま
せ
て
も
お
け

な
い
の
だ
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　「
鞭
」
は
二
段
落
構
成
で
あ
り
、
冒
頭
の
段
落
は
こ
の
三
文
だ
け
で
あ
る
。
わ

ず
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三
文
の
な
か
に
、
乙
竹
の
自
殺
に
つ
い
て
四
回
、
監
視
の
動
機
に
つ
い
て
四

回
、
投
身
へ
の
警
戒
に
つ
い
て
二
回
繰
り
返
さ
れ
る
。「
私
」
は
、
乙
竹
を
「
自
殺

を
し
よ
う
と
云
ふ
男
」
と
言
い
換
え
、
彼
の
死
を
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自
殺
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だ
と
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り
返
す
。
監

視
の
動
機
に
つ
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て
は
乙
竹
へ
の
同
情
で
は
な
く
、「
職
責
」
お
よ
び
「
会
社
の
信

用
」
を
守
る
た
め
だ
と
言
う
。
自
殺
方
法
に
つ
い
て
は
「
投
身
す
る
の
に
ち
が
ひ

な
い
」
と
推
測
す
る
。
こ
の
三
つ
が
強
調
さ
れ
る
の
は
冒
頭
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
く
、
全
四
一
文
の
う
ち
乙
竹
の
自
殺
に
つ
い
て
は
一
三
回
、
監
視
の
理
由
に
つ

い
て
は
一
〇
回
、
投
身
へ
の
警
戒
は
三
回
も
言
及
さ
れ
、
さ
ら
に
結
末
部
で
も
念

押
し
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
語
り
の
反
復
は
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
じ
る
の
か
。

　「
鞭
」
は
モ
ノ
ロ
ー
グ
で
物
語
が
進
行
す
る
た
め
、乙
竹
と
の
や
り
と
り
や
事
件

の
経
緯
は
「
私
」
の
記
憶
と
認
識
に
よ
っ
て
調
節
さ
れ
る
。
久
本
千
佳
子
は
こ
の

点
を
踏
ま
え
て
、「
鞭
」
で
は
「『
私
』
が
語
る
内
容
以
外
は
、
想
像
、
推
測
を
す

る
し
か
な
い
、
と
い
う
作
品
の
構
造
」
が
、
読
者
に
「
想
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の
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と
指
摘
し
た（
11
（

。
語
り
の
空
白
が
「
想
像
の
自
由
」
を
与
え
る
と
す
れ
ば
、
逆
に
、

「
私
」
の
語
り
に
お
け
る
執
拗
な
繰
り
返
し
に
は
、読
者
や
聞
き
手
の
「
想
像
の
自

由
」
を
制
限
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、「
私
」
の
執

拗
に
反
復
す
る
語
り
に
は
、聞
き
手
（
ま
た
は
読
者
）
の
理
解
を
方
向
付
け
る
効
果

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
先
行
論
で
乙
竹
の
死
や
「
私
」
の
人
柄
に
対
す
る
理
解
や
印
象
が
共

通
す
る
こ
と
か
ら
も
う
か
が
え
る
。
た
と
え
ば
、
今
日
出
海
は
「
鞭
」
の
結
末

を
「
事
務
長
の
監
視
は
却
て
自
殺
幇
助

0

0

0

0

に
な
つ
て
し
ま
ふ
話（
11
（

」
と
ま
と
め
、
伴
悦

も
「
監
視
役
と
自
殺
志
願
者

0

0

0

0

0

と
の
心
理
的
交
錯（
11
（

」
を
認
め
た
。
石
橋
紀
俊
も
乙
竹

の
死
を
「
服
毒
自
殺
を
果
た
す
」
と
説
明
し
た（
11
（

。
ま
た
、「
私
」
の
人
柄
に
つ
い

て
も
、
渥
美
孝
子
は
「
職
務
に
忠
実

0

0

な
男
」
が
「
自
分
の
う
か
つ
さ
を
思
い
知
る

と
い
う
話
」
と
ま
と
め
た（
11
（

。
こ
の
よ
う
に
先
行
論
で
は
、
乙
竹
の
死
は
「
自
殺
」

と
し
て
扱
わ
れ
、「
私
」
は
「
職
務
に
忠
実
な
男
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。�

モ
ノ
ロ
ー
グ
と
い
う
語
り
の
性
質
上
、
そ
れ
ら
の
真
相
を
審
ら
か
に
は
で
き
な
い

が
、「
私
」
が
繰
り
返
し
た
内
容
が
事
実
と
さ
れ
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
そ
れ
ら
は
内
容
の
繰
り
返
し
が
、
聞
き
手
や
読
者
の
理
解
を
方
向
づ
け

て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
る
か
ら
で
あ
る（
11
（

。
以
上
よ
り
、「
鞭
」
を
事
件
の
証
言
と

し
て
読
ん
だ
と
き
、「
私
」
の
語
り
に
は
執
拗
な
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
聞
き
手
（
読

者
）
の
理
解
を
制
限
し
、
疑
念
や
ほ
か
の
解
釈
を
抱
か
せ
な
い
よ
う
な
機
能
が
浮

か
び
上
が
る
。

　
三

　事
務
長
と
し
て
の
語
り

　　
で
は
、
繰
り
返
さ
れ
た
の
が
、
乙
竹
の
自
殺
、
職
責
の
重
視
、
投
身
へ
の
警
戒

だ
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。
後
述
す
る
が
、
こ
れ
ら
に
は
「
私
」
の
評
価
や
会
社
の
信

用
と
損
失
を
左
右
す
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
本
章
で
は
こ
の
点
を
分
析
し
、

事
務
長
と
い
う
船
内
で
責
任
と
地
位
の
あ
る
人
物
が
こ
れ
ら
を
語
る
効
果
や
そ
こ

に
内
在
す
る
心
理
を
検
討
し
た
い
。

　
ま
ず
、
乙
竹
の
死
が
「
自
殺
」
で
あ
る
こ
と
は
、
運
航
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

す
る
う
え
で
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
。「
船
」と
い
う
閉
鎖
的
な
空
間
で
船
客
の
服

毒
死
が
生
じ
た
場
合
、
一
般
的
に
は
自
殺
と
同
時
に
他
殺
の
可
能
性
が
生
じ
る
。

先
述
し
た
通
り
、
外
航
船
が
航
行
中
に
死
亡
者
を
生
じ
た
場
合
、
入
港
時
に
検
疫

や
諸
手
続
き
が
必
要
に
な
る
が
、
他
殺
の
場
合
は
事
件
の
聴
取
や
後
処
理
で
時
間

的
・
経
済
的
な
損
失
が
さ
ら
に
大
き
く
な
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
三
〇
年
六
月
の

龍
田
丸
（
日
本
郵
船
）
の
司
厨
長
惨
殺
事
件
を
題
材
に
し
た
葉
山
嘉
樹
「
優
秀
船

『
狸
』
丸
」（『
改
造
』、
一
九
三
一
・
四
）
で
は
、
事
件
発
生
後
に
船
長
が
停
船
し
て

聴
取
や
捜
査
を
し
た
結
果
、
入
港
が
三
時
間
遅
延
し
て
い
る（
11
（

。「
鞭
」
の
場
合
、
乙

竹
の
「
自
殺
」
を
予
告

0

0

し
た
の
は
警
察
だ
が
、
乙
竹
の
死
を
「
自
殺
」
と
し
て
報0

告0

し
た
の
は
「
私
」
で
あ
る
。「
私
」
は
乙
竹
の
死
を
「
自
殺
」
だ
と
念
押
し
、乙

竹
の
傍
を
一
度
も
離
れ
な
か
っ
た
と
主
張
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
「
監
視
」
の
時

間
に
空
白
を
無
く
し
、他
者
の
侵
入
や
他
殺
の
可
能
性
を
打
ち
消
し
た
の
で
あ
る
。

「
私
」
が
乙
竹
の
死
を
事
件
性
の
な
い
「
自
殺
」
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
、そ
の

真
相
は
と
も
あ
れ
、
国
際
定
期
船
で
あ
る
「
船
」
の
運
航
に
支
障
が
生
じ
な
い
と

い
う
点
で
意
味
が
あ
る
。

　
こ
れ
と
同
様
の
効
果
は
、
職
務
専
念
と
身
投
げ
の
警
戒
に
も
う
か
が
え
る
。
先

述
し
た
通
り
、「
船
員
法
」
で
は
船
員
の
職
務
怠
慢
や
過
失
懈
怠
を
厳
し
く
罰
し

た
。
特
に
、
船
員
が
職
務
怠
慢
に
よ
っ
て
船
舶
の
損
壊
ま
た
は
死
傷
者
を
出
し
た

場
合
、そ
の
者
を
重
禁
錮
（
一
ヶ
月
以
上
五
年
以
下
）
ま
た
は
罰
金
（
一
〇
円
以
上
千

円
以
下
）
に
処
し
た
（
七
三
条
）。
ま
た
、
海
商
法
に
は
「
無
過
失
立
証
責
任
」
が

あ
り
、
船
舶
所
有
者
や
使
用
者
に
怠
慢
や
過
失
が
な
い
こ
と
を
立
証
で
き
な
け
れ

ば
、
船
舶
の
事
故
お
よ
び
旅
客
運
送
に
よ
る
損
害
の
賠
償
責
任
の
免
除
や
保
険
の

支
払
い
が
さ
れ
な
い（
11
（

。
そ
の
た
め
職
務
怠
慢
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生
や
対
応
の

二
四
二

遅
れ
は
、当
然
な
が
ら
個
人
の
昇
進
や
降
格
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。「
優
秀
船『
狸
』

丸
」
で
は
、
船
内
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
司
厨
長
が
自
室
か
ら
出
て
来
な
か
っ

た
た
め
、
一
つ
下
の
職
位
だ
っ
た
司
厨
が
自
分
の
「
出
世
」
を
確
信
す
る
場
面
が

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
職
務
怠
慢
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生
は
個
人
と
会
社
に
損
害
を
与

え
る
た
め
、
職
務
専
念
の
立
証
は
会
社
の
信
用
や
経
営
に
加
え
、
個
人
の
進
退
や

評
価
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
私
」
は
乙
竹
を
「
監
視
」
し
た
が
、そ
の
死
は

阻
止
で
き
て
い
な
い
。
乙
竹
の
生
存
の
み
が
「
私
」
の
職
務
専
念
を
証
明
で
き
る

の
な
ら
ば
、「
私
」
に
は
職
務
怠
慢
を
打
ち
消
す
証
拠
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背

景
を
考
慮
す
る
と
、「
職
責
」
の
重
視
や
、「
投
身
す
る
の
に
ち
が
ひ
な
い
」
と
い

う
「
習
慣
」
に
基
づ
く
思
い
込
み
の
強
調
は
、
作
品
内
で
別
の
意
味
を
持
っ
て
響

き
始
め
る
。

　
ま
ず
「
私
」
の
思
い
込
み
は
、
同
時
代
の
人
も
共
感
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
新
聞
に
は
船
上
か
ら
の
投
身
を
報
じ
た
も
の
が
複
数
あ
る
か

ら
だ
。
た
と
え
ば
、
横
光
が
上
海
渡
航
し
た
四
ヶ
月
後
に
当
た
る
、
一
九
二
八
年

八
月
に
は
長
崎
丸
の
機
関
長
が
投
身
し
た（
11
（

。
そ
し
て
、「
鞭
」
の
発
表
四
ヶ
月
前
に

当
た
る
一
九
三
〇
年
五
月
に
は
、す
み
れ
丸
（
大
阪
商
船
）
か
ら
生
田
春
月
が
投
身

し
た（
1（
（

。『
長
崎
県
統
計
書
』（
一
九
二
六
～
一
九
三
〇
）
に
よ
る
と
、
長
崎
水
上
に
お

け
る
自
殺
者
の
手
段
は
全
体
二
八
件
の
う
ち
、
入
水
自
殺
が
二
五
件
、
縊
死
が
二

件
、
服
毒
自
殺
が
一
件
で
あ
っ
た（
11
（

。
入
水
自
殺
が
全
体
の
九
割
を
占
め
、
服
毒
自

殺
は
一
九
二
九
年
に
わ
ず
か
一
件
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
身
投
げ
に
対
す
る

警
戒
と
服
毒
死
の
意
外
性
は
、「
私
」
だ
け
で
な
く
当
時
の
人
も
共
感
で
き
る
設
定

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
服
毒
死
と
い
う
結
末
は
、
結
果
的
に
は
死
者
を
出
す
も
の
の
、
見
方
を

変
え
れ
ば
投
身
自
殺
を
阻
止
し
た
と
い
う
一
面
が
あ
る
。「
監
視
」
は
警
察
か
ら

の
「
命
令
」
で
あ
り
、
乙
竹
が
身
投
げ
す
れ
ば
「
私
」（
ま
た
は
船
長
）
は
監
視
不

足
と
し
て
懲
戒
対
象
に
な
る
。
ま
た
、「
海
員
懲
戒
法
」
で
は
、
海
員
が
「
船
客
乗

組
員
ヲ
救
助
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
尽
サ
サ
ル
ト
キ
」
の
懲
戒
を
定
め
て
お
り
（
一
条
）、

船
員
船
客
の
救
助
活
動
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
も
し
乙
竹
が
海
に
身
を
投

げ
た
場
合
、「
船
」
は
停
船
し
て
捜
索
・
救
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
船
」
や
船

客
、
会
社
に
時
間
的
・
経
済
的
な
損
失
が
生
じ
る
。

　
以
上
よ
り
、
身
投
げ
へ
の
警
戒
に
は
、
乙
竹
の
服
毒
自
殺
を
想
定
外
か
つ
不
可

避
な
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
投
身
自
殺
の
阻
止
と
い
う
結
果
に

よ
っ
て
自
身
の
職
務
専
念
を
強
調
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に

は
死
亡
事
故
の
発
生
と
い
う
「
職
責
上
都
合
が
悪
い
」
事
案
に
つ
い
て
、
職
務
怠

慢
に
よ
る
事
故
の
発
生
と
い
う
不
都
合
な
解
釈
か
ら
無
意
識
ま
た
は
意
識
的
に
自

己
保
身
す
る
「
私
」
の
心
理
が
表
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
私
」
の
語
り
に
は
「
う
ま
く
自
由
に
死
な
せ
て
や
り
た
い
」
と
い
う

乙
竹
へ
の
同
情
も
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
文
の
末
尾
で
「
職
責
上
都
合
が
悪
い
」

か
ら
「
楽
楽
と
海
中
へ
飛
び
込
ま
せ
て
も
お
け
な
い
」
と
思
い
直
し
て
い
る
。
乙

竹
と
自
分
の
間
に
感
情
の
「
渦
」
を
認
め
た
と
き
も
、「
私
」
は
「
職
務
」
に
従

事
す
る
こ
と
で
そ
の
中
へ
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
踏
み
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う

に
「
私
」
の
語
り
に
は
、
個
人
的
な
感
情
よ
り
も
「
職
責
」
や
「
命
令
」
を
最
優

先
に
す
る
と
い
う
船
上
の
「
習
慣
」
を
重
視
し
た
「
私
」
の
職
務
態
度
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
職
務
怠
慢
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生
は
、
会
社
に
も
個
人
に
も
損
害

を
与
え
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
私
」
の
職
務
専
念
の
強
調
は
、
会
社
の
信
用
や

自
身
の
評
価
を
守
る
保
身
と
し
て
は
た
ら
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
よ
り
、「
私
」
の
語
り
を
事
件
の
証
言
と
し
て
、
船
上
の
「
習
慣
」
に
お
い

て
読
み
直
し
た
と
き
、
そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
職
務
に
忠
実
で
あ

ろ
う
と
す
る
心
理
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
行
動
や
判
断
の
妥
当
性
を
無
意
識
に
繰

り
返
し
、
懲
戒
に
至
る
解
釈
や
誤
解
を
避
け
よ
う
と
す
る
心
理
が
立
ち
上
が
っ
て

く
る
。
こ
れ
は
船
の
運
航
や
会
社
の
信
用
に
支
障
を
来
さ
な
い
た
め
に
す
る
事
務

横
光
利
一
「
鞭
」
論

二
四
三
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遅
れ
は
、当
然
な
が
ら
個
人
の
昇
進
や
降
格
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
。「
優
秀
船『
狸
』

丸
」
で
は
、
船
内
火
災
が
発
生
し
た
と
き
に
司
厨
長
が
自
室
か
ら
出
て
来
な
か
っ

た
た
め
、
一
つ
下
の
職
位
だ
っ
た
司
厨
が
自
分
の
「
出
世
」
を
確
信
す
る
場
面
が

あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
職
務
怠
慢
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生
は
個
人
と
会
社
に
損
害
を
与

え
る
た
め
、
職
務
専
念
の
立
証
は
会
社
の
信
用
や
経
営
に
加
え
、
個
人
の
進
退
や

評
価
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
私
」
は
乙
竹
を
「
監
視
」
し
た
が
、そ
の
死
は

阻
止
で
き
て
い
な
い
。
乙
竹
の
生
存
の
み
が
「
私
」
の
職
務
専
念
を
証
明
で
き
る

の
な
ら
ば
、「
私
」
に
は
職
務
怠
慢
を
打
ち
消
す
証
拠
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
背

景
を
考
慮
す
る
と
、「
職
責
」
の
重
視
や
、「
投
身
す
る
の
に
ち
が
ひ
な
い
」
と
い

う
「
習
慣
」
に
基
づ
く
思
い
込
み
の
強
調
は
、
作
品
内
で
別
の
意
味
を
持
っ
て
響

き
始
め
る
。

　
ま
ず
「
私
」
の
思
い
込
み
は
、
同
時
代
の
人
も
共
感
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
当
時
の
新
聞
に
は
船
上
か
ら
の
投
身
を
報
じ
た
も
の
が
複
数
あ
る
か

ら
だ
。
た
と
え
ば
、
横
光
が
上
海
渡
航
し
た
四
ヶ
月
後
に
当
た
る
、
一
九
二
八
年

八
月
に
は
長
崎
丸
の
機
関
長
が
投
身
し
た（
11
（

。
そ
し
て
、「
鞭
」
の
発
表
四
ヶ
月
前
に

当
た
る
一
九
三
〇
年
五
月
に
は
、す
み
れ
丸
（
大
阪
商
船
）
か
ら
生
田
春
月
が
投
身

し
た（
1（
（

。『
長
崎
県
統
計
書
』（
一
九
二
六
～
一
九
三
〇
）
に
よ
る
と
、
長
崎
水
上
に
お

け
る
自
殺
者
の
手
段
は
全
体
二
八
件
の
う
ち
、
入
水
自
殺
が
二
五
件
、
縊
死
が
二

件
、
服
毒
自
殺
が
一
件
で
あ
っ
た（
11
（

。
入
水
自
殺
が
全
体
の
九
割
を
占
め
、
服
毒
自

殺
は
一
九
二
九
年
に
わ
ず
か
一
件
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
身
投
げ
に
対
す
る

警
戒
と
服
毒
死
の
意
外
性
は
、「
私
」
だ
け
で
な
く
当
時
の
人
も
共
感
で
き
る
設
定

で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
服
毒
死
と
い
う
結
末
は
、
結
果
的
に
は
死
者
を
出
す
も
の
の
、
見
方
を

変
え
れ
ば
投
身
自
殺
を
阻
止
し
た
と
い
う
一
面
が
あ
る
。「
監
視
」
は
警
察
か
ら

の
「
命
令
」
で
あ
り
、
乙
竹
が
身
投
げ
す
れ
ば
「
私
」（
ま
た
は
船
長
）
は
監
視
不

足
と
し
て
懲
戒
対
象
に
な
る
。
ま
た
、「
海
員
懲
戒
法
」
で
は
、
海
員
が
「
船
客
乗

組
員
ヲ
救
助
ス
ル
ノ
方
法
ヲ
尽
サ
サ
ル
ト
キ
」
の
懲
戒
を
定
め
て
お
り
（
一
条
）、

船
員
船
客
の
救
助
活
動
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
も
し
乙
竹
が
海
に
身
を
投

げ
た
場
合
、「
船
」
は
停
船
し
て
捜
索
・
救
助
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、「
船
」
や
船

客
、
会
社
に
時
間
的
・
経
済
的
な
損
失
が
生
じ
る
。

　
以
上
よ
り
、
身
投
げ
へ
の
警
戒
に
は
、
乙
竹
の
服
毒
自
殺
を
想
定
外
か
つ
不
可

避
な
事
故
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
投
身
自
殺
の
阻
止
と
い
う
結
果
に

よ
っ
て
自
身
の
職
務
専
念
を
強
調
す
る
効
果
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に

は
死
亡
事
故
の
発
生
と
い
う
「
職
責
上
都
合
が
悪
い
」
事
案
に
つ
い
て
、
職
務
怠

慢
に
よ
る
事
故
の
発
生
と
い
う
不
都
合
な
解
釈
か
ら
無
意
識
ま
た
は
意
識
的
に
自

己
保
身
す
る
「
私
」
の
心
理
が
表
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、「
私
」
の
語
り
に
は
「
う
ま
く
自
由
に
死
な
せ
て
や
り
た
い
」
と
い
う

乙
竹
へ
の
同
情
も
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
文
の
末
尾
で
「
職
責
上
都
合
が
悪
い
」

か
ら
「
楽
楽
と
海
中
へ
飛
び
込
ま
せ
て
も
お
け
な
い
」
と
思
い
直
し
て
い
る
。
乙

竹
と
自
分
の
間
に
感
情
の
「
渦
」
を
認
め
た
と
き
も
、「
私
」
は
「
職
務
」
に
従

事
す
る
こ
と
で
そ
の
中
へ
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
踏
み
と
ど
ま
る
。
こ
の
よ
う

に
「
私
」
の
語
り
に
は
、
個
人
的
な
感
情
よ
り
も
「
職
責
」
や
「
命
令
」
を
最
優

先
に
す
る
と
い
う
船
上
の
「
習
慣
」
を
重
視
し
た
「
私
」
の
職
務
態
度
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
職
務
怠
慢
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生
は
、
会
社
に
も
個
人
に
も
損
害

を
与
え
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
「
私
」
の
職
務
専
念
の
強
調
は
、
会
社
の
信
用
や

自
身
の
評
価
を
守
る
保
身
と
し
て
は
た
ら
く
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
よ
り
、「
私
」
の
語
り
を
事
件
の
証
言
と
し
て
、
船
上
の
「
習
慣
」
に
お
い

て
読
み
直
し
た
と
き
、
そ
こ
に
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
職
務
に
忠
実
で
あ

ろ
う
と
す
る
心
理
だ
け
で
な
く
、
自
分
の
行
動
や
判
断
の
妥
当
性
を
無
意
識
に
繰

り
返
し
、
懲
戒
に
至
る
解
釈
や
誤
解
を
避
け
よ
う
と
す
る
心
理
が
立
ち
上
が
っ
て

く
る
。
こ
れ
は
船
の
運
航
や
会
社
の
信
用
に
支
障
を
来
さ
な
い
た
め
に
す
る
事
務

横
光
利
一
「
鞭
」
論

二
四
三
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長
と
し
て
の
語
り
で
あ
り
、
そ
の
地
位
や
評
価
を
下
げ
な
い
た
め
の
自
己
保
身
的

な
語
り
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
四

　語
り
の
空
白

　　「
鞭
」
は
、「
船
」
と
い
う
舞
台
に
よ
っ
て
空
間
的
・
時
間
的
な
連
続
性
が
担
保

さ
れ
、
モ
ノ
ロ
ー
グ
や
文
体
に
よ
っ
て
意
識
の
連
続
性
が
表
現
さ
れ
て
い
た
。
波

多
野
完
治
は
作
品
内
に
不
連
続
性
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
小
説
の
中
に
不
連
続

な
点
を
こ
し
ら
え
れ
ば
、
青
年
は
直
ち
に
自
殺
し
て
し
ま
ふ
」
と
述
べ
た（
11
（

。
た
し

か
に
本
作
品
は
連
続
性
を
基
調
と
す
る
が
、
作
品
の
結
末
部
に
は
文
体
と
表
現
に

お
い
て
三
つ
の
不
連
続
な
点
が
確
認
で
き
る
。
本
章
で
は
、
結
末
部
に
お
け
る
文

体
と
表
現
の
断
絶
お
よ
び
空
白
を
整
理
し
、
そ
れ
ら
が
「
私
」
を
「
信
頼
で
き
な

い
語
り
手
」
と
し
て
構
成
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　
私
は
我
慢
を
し
て
ゐ
た
煙
草
を
と
り
に
自
分
の
部
屋
へ
帰
ら
う
か
と
思
つ

た
が
、
そ
れ
で
も
こ
こ
ま
で
見
張
り
を
し
て
ゐ
て
急
に
今
に
な
つ
て
隙
を
盗

ま
れ
て
し
ま
つ
て
は
取
り
返
し
が
つ
か
ぬ
の
で
、
ま
だ
ま
だ
彼
が
眠
つ
て
し

ま
つ
た
も
の
と
は
思
は
な
い
や
う
に
用
心
を
し
な
が
ら
そ
の
場
に
腰
を
据
ゑ

続
け
た
。
と
こ
ろ
が
も
う
殆
ど
夜
が
明
け
始
め
て
海
面
が
そ
ろ
そ
ろ
濁
り
出

し
た
頃
だ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
私
は
彼
の
顏
色
が
普
通
の
色
と
は
違
ふ
の
で

脈
を
見
る
つ
も
り
で
手
に
触
つ
て
み
る
と
ひ
や
り
と
す
る
の
だ
。
私
は
直
ぐ

彼
の
用
ひ
た
ウ
ヰ
ス
キ
ー
の
小
甁
を
手
に
と
つ
て
み
た
が
も
う
そ
の
と
き
は

遅
れ
て
ゐ
た
。
甁
の
中
に
仕
込
ん
で
あ
つ
た
砒
素
は
も
う
完
全
に
彼
の
身
体

を
廻
つ
て
ゐ
る
の
だ
。

　
こ
の
場
面
で
は
、
乙
竹
が
就
寝
し
て
か
ら
「
私
」
が
彼
の
死
に
気
づ
く
ま
で
が

語
ら
れ
て
い
る
。
傍
線
部
は
「
私
」
が
乙
竹
の
死
を
触
っ
て
確
認
し
た
部
分
で
あ

る
。
こ
こ
に
は
生
死
と
い
う
物
語
上
の
境
目
だ
け
で
な
く
、
文
体
の
途
切
れ
と
描

写
の
欠
落
も
確
認
で
き
る
。

　
ま
ず
、「
鞭
」
の
文
体
は

長
い
一
文
が
脈
々
と
続
く
も

の
だ
っ
た
が
、
夜
が
明
け
て

「
私
」が
乙
竹
の
死
に
気
付
い

て
か
ら
は
一
変
す
る
。
表
2

に
は
「
鞭
」
の
段
落
ご
と
の

文
の
数
と
長
さ
を
示
し
た
。

こ
れ
を
見
る
と
、
乙
竹
の
死
に
気
付
い
て
か
ら
は
一
文
の
長
さ
が
三
分
の
一
程
度

に
短
く
な
り
、
そ
の
後
も
比
較
的
短
い
文
が
続
く
。

　
次
に
、描
写
の
欠
落
に
つ
い
て
確
認
す
る
と
、こ
の
場
面
で
は
乙
竹
の
表
情
に
関

す
る
描
写
が
少
な
い
。
前
夜
に
乙
竹
と
話
し
て
い
た
と
き
、「
私
」
は
乙
竹
の
「
泣

き
出
し
さ
う
な
顔
」
や
「
急
に
羞
し
さ
う
に
顔
を
赧
ら
め
な
が
ら
」
話
す
様
子
な

ど
を
観
察
し
、
表
情
を
描
写
し
た
。
当
時
、
横
光
は
顔
の
描
写
に
関
心
が
あ
っ
た

た
め
、
表
情
の
描
写
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る（
11
（

。
ま
た
、「
私
」

は
乙
竹
の
一
挙
一
動
を
観
察
し
、
そ
れ
に
喚
起
さ
れ
た
思
考
の
過
程
を
仔
細
に
説

明
し
た
。
し
か
し
、
乙
竹
が
眠
っ
て
か
ら
「
私
」
が
死
亡
を
確
認
す
る
ま
で
表
情

や
思
考
の
描
写
が
な
い
。
急
性
砒
素
中
毒
の
症
状
に
は
二
つ
あ
り
、
急
性
麻
痺
型

は
「
意
識
喪
失
、
昏
睡
、
呼
吸
中
枢
・
血
管
運
動
神
経
等
の
急
性
麻
痺
」、
胃
腸
型

は
「
腹
痛
、
嘔
吐
、『
コ
レ
ラ
』
様
下
痢
等
」
の
症
状
が
出
る（
11
（

。
と
こ
ろ
が
、
乙
竹

の
中
毒
死
に
つ
い
て
は
途
中
経
過
が
記
さ
れ
ず
、
乙
竹
の
顔
が
「
普
通
の
色
」
で

な
く
な
り
、
死
体
冷
却
の
現
象
が
出
る
ま
で
異
変
が
語
ら
れ
て
い
な
い
。

　
さ
ら
に
、
も
と
も
と
「
私
」
は
乙
竹
に
時
計
を
合
わ
す
よ
う
に
助
言
し
、「
三

時
」
と
い
う
具
体
的
な
時
刻
を
口
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
結
末
で
は
「
海
面
が

そ
ろ
そ
ろ
濁
り
出
し
た
頃
で
あ
ら
う
か

0

0

0

0

」
と
具
体
的
な
時
刻
を
用
い
ず
、
空
間
も

時
間
も
不
明
瞭
な
言
い
方
を
す
る
。
も
し
、「
私
」
が
片
時
も
離
れ
ず
に
乙
竹
を
観

二 一 段
落

表
2
　「
鞭
」
の
文
の
数
と
長
さ

死
後

監
視
中

監
視
前

場
面

七 三
一 三 文

数

一
二
六

八
五
四

二
一
四

文
字
数

最
多

三
一

一
九

八
〇

文
字
数

最
少

五
四

一
八
六

一
二
六

文
字
数

平
均

二
四
四

察
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
死
亡
時
刻
を
断
言
で
き
る
は
ず
だ
が
、そ
れ
を
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
文
体
や
描
写
の
不
連
続
性
は
、
中
座
や
居
眠
り
な
ど
に
よ
る
「
私
」

の
注
視
の
途
切
れ
を
彷
彿
さ
せ
る
。
こ
れ
は
「
私
」
が
職
務
専
念
を
証
明
す
る
う

え
で
、
他
者
に
疑
い
を
抱
か
せ
る
致
命
的
な
語
り
の
空
白
と
い
え
る
。

　
し
か
も
、
作
品
内
に
は
、「
私
」
の
語
り
の
信
憑
性
を
下
げ
た
空
白
を
増
幅
す
る

よ
う
な
設
定
が
あ
る
。
横
光
は
一
九
二
八
年
に
上
海
に
渡
航
し
た
際
、
長
崎
丸
に

乗
船
し
た
。
横
光
と
乙
竹
に
は
一
等
船
客
と
い
う
共
通
点
が
あ
る（
11
（

。
し
か
し
、
妻

宛
の
書
簡
や
後
年
の
随
筆
を
確
認
す
る
と
、横
光
に
は
二
人
の
同
室
者
が
い
た
が
、

乙
竹
に
は
そ
れ
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い（
11
（

。
こ
れ
は
、
乙
竹
と
「
私
」
の
や
り
と
り

の
目
撃
者
が
お
ら
ず
、「
私
」
に
は
自
分
が
語
る
内
容
を
証
明
で
き
る
人
が
い
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
。

　
ウ
ェ
イ
ン
・
Ｃ
・
ブ
ー
ス
は
、「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
は
意
図
的
に
嘘
を
つ

い
た
り
、
欺
い
た
り
し
な
い
が
、「
語
り
手
は
間
違
っ
て
い
た
り
、
ま
た
は
作
者

が
与
え
て
い
な
い
性
質
を
自
分
が
持
っ
て
い
る
と
信
じ
こ
ん
で
い
た
り
」
し
て
お

り
、
語
り
手
が
「
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
彼
が
伝
え
る
作
品

の
全
体
の
効
果
は
変
わ
る
」
と
指
摘
す
る（
11
（

。
ま
た
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ジ
も

物
語
が
読
者
の
「
関
心
を
そ
そ
る
た
め
」
に
は
、「
小
説
世
界
内
部
で
の
真
実
と

虚
偽
を
見
分
け
る
道
」
が
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、「
信マ

マ用
で
き
な
い
語
り
手
」

は
「
見
か
け
と
現
実
の
ず
れ
」
に
よ
っ
て
、
人
間
が
無
意
識
の
間
に
「
い
か
に
現

実
を
歪
め
た
り
隠
し
た
り
す
る
存
在
で
あ
る
か
」
を
実
演
す
る
点
で
意
義
深
い
と

述
べ
た（
11
（

。

　「
鞭
」
で
は
、「
私
」
の
連
続
す
る
語
り
に
途
切
れ
と
空
白
と
い
っ
た
不
連
続
性

が
用
意
さ
れ
た
こ
と
で
、
職
務
に
専
念
し
た
と
主
張
す
る
「
私
」
の
語
り
の
信
憑

性
が
揺
ら
い
で
い
く
。「
私
」
は
自
殺
を
阻
止
す
る
際
に
、乙
竹
に
自
殺
さ
せ
る
時

間
や
考
え
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
そ
の
時
間
に
「
言
葉
を
詰
め
」、「
の
べ
つ
幕
な

し
に
ぺ
ら
ぺ
ら
と
や
る
に
限
る
」
と
考
え
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
私
」
は
、

事
実
に
空
白
や
不
連
続
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、聞
き
手
（
読
者
）
が
疑
問
を
抱
く
事

実
の
空
白
と
時
間
を
与
え
な
い
よ
う
に
、「
の
べ
つ
幕
な
し
に
ぺ
ら
ぺ
ら
と
」
語
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
空
白
か
ら
目
を
そ
ら
せ
る
よ
う
な
語
り
は
、
そ
の

執
拗
さ
ゆ
え
に
空
白
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
し
、語
り
の
信
憑
性
を
下
げ
て
い
く
。

い
わ
ば
、「
鞭
」
で
は
、
文
体
の
途
切
れ
と
描
写
の
欠
落
、
空
白
の
創
造
と
い
っ
た

不
連
続
性
が
、
語
り
の
信
憑
性
を
「
見
分
け
る
道
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
お
わ
り
に

　　
本
稿
で
は
、船
上
と
い
う
環
境
に
注
目
し
、「
私
」
の
「
習
慣
」
を
も
と
に
「
私
」

の
語
り
を
再
検
討
し
て
き
た
。
先
行
論
で
は
、「
鞭
」
は
、
船
客
を
「
自
殺
」
さ
せ

て
し
ま
っ
た
不
覚
を
語
る
物
語
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
私
」
の

「
習
慣
」
の
基
盤
と
な
る
海
事
法
や
職
業
的
立
場
を
踏
ま
え
て
読
み
直
す
と
、そ
こ

に
は
会
社
の
損
失
を
最
小
限
に
し
、
自
分
の
評
価
を
下
げ
な
い
た
め
、
疑
義
や
誤

解
を
受
け
付
け
な
い
よ
う
に
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
に
自
己
保
身
す
る
心
理
が

立
ち
上
が
っ
た
。

　「
鞭
」
で
は
、
事
件
の
証
言
あ
る
い
は
審
判
の
場
に
お
い
て
、
職
務
専
念
を
証
明

で
き
る
か
ど
う
か
が
「
私
」
の
進
退
を
決
め
る
。
と
こ
ろ
が
、「
私
」
の
語
り
に

は
、
文
体
の
途
切
れ
や
描
写
の
欠
落
、
目
撃
者
の
不
在
な
ど
、
聞
き
手
ま
た
は
読

者
の
想
像
を
誘
発
す
る
よ
う
な
空
白
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
空
白
は
「
私
」
の

語
り
を
「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
に
変
え
、
職
務
専
念
を
証
明
す
る
決
定
打
を

「
私
」
か
ら
奪
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
は
職
務
に
専
念
し
た
男
が
そ
れ
を
証
明
で

き
な
い
と
い
う
危
機
が
あ
る
。
職
務
怠
慢
が
罪
な
ら
ば
、
そ
れ
を
証
明
で
き
な
い

「
私
」
は
罪
人
な
の
だ
ろ
う
か
。「
船
」
が
航
行
と
い
う
連
続
性
の
な
か
で
越
境
す

る
よ
う
に
、「
私
」
も
ま
た
職
務
と
い
う
連
続
性
の
な
か
で
懲
戒
か
否
か
の
境
界
線
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察
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
死
亡
時
刻
を
断
言
で
き
る
は
ず
だ
が
、そ
れ
を
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
文
体
や
描
写
の
不
連
続
性
は
、
中
座
や
居
眠
り
な
ど
に
よ
る
「
私
」

の
注
視
の
途
切
れ
を
彷
彿
さ
せ
る
。
こ
れ
は
「
私
」
が
職
務
専
念
を
証
明
す
る
う

え
で
、
他
者
に
疑
い
を
抱
か
せ
る
致
命
的
な
語
り
の
空
白
と
い
え
る
。

　
し
か
も
、
作
品
内
に
は
、「
私
」
の
語
り
の
信
憑
性
を
下
げ
た
空
白
を
増
幅
す
る

よ
う
な
設
定
が
あ
る
。
横
光
は
一
九
二
八
年
に
上
海
に
渡
航
し
た
際
、
長
崎
丸
に

乗
船
し
た
。
横
光
と
乙
竹
に
は
一
等
船
客
と
い
う
共
通
点
が
あ
る（
11
（

。
し
か
し
、
妻

宛
の
書
簡
や
後
年
の
随
筆
を
確
認
す
る
と
、横
光
に
は
二
人
の
同
室
者
が
い
た
が
、

乙
竹
に
は
そ
れ
が
用
意
さ
れ
て
い
な
い（
11
（

。
こ
れ
は
、
乙
竹
と
「
私
」
の
や
り
と
り

の
目
撃
者
が
お
ら
ず
、「
私
」
に
は
自
分
が
語
る
内
容
を
証
明
で
き
る
人
が
い
な
い

こ
と
を
意
味
す
る
。

　
ウ
ェ
イ
ン
・
Ｃ
・
ブ
ー
ス
は
、「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
は
意
図
的
に
嘘
を
つ

い
た
り
、
欺
い
た
り
し
な
い
が
、「
語
り
手
は
間
違
っ
て
い
た
り
、
ま
た
は
作
者

が
与
え
て
い
な
い
性
質
を
自
分
が
持
っ
て
い
る
と
信
じ
こ
ん
で
い
た
り
」
し
て
お

り
、
語
り
手
が
「
信
頼
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
彼
が
伝
え
る
作
品

の
全
体
の
効
果
は
変
わ
る
」
と
指
摘
す
る（
11
（

。
ま
た
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ジ
も

物
語
が
読
者
の
「
関
心
を
そ
そ
る
た
め
」
に
は
、「
小
説
世
界
内
部
で
の
真
実
と

虚
偽
を
見
分
け
る
道
」
が
与
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
り
、「
信マ

マ用
で
き
な
い
語
り
手
」

は
「
見
か
け
と
現
実
の
ず
れ
」
に
よ
っ
て
、
人
間
が
無
意
識
の
間
に
「
い
か
に
現

実
を
歪
め
た
り
隠
し
た
り
す
る
存
在
で
あ
る
か
」
を
実
演
す
る
点
で
意
義
深
い
と

述
べ
た（
11
（

。

　「
鞭
」
で
は
、「
私
」
の
連
続
す
る
語
り
に
途
切
れ
と
空
白
と
い
っ
た
不
連
続
性

が
用
意
さ
れ
た
こ
と
で
、
職
務
に
専
念
し
た
と
主
張
す
る
「
私
」
の
語
り
の
信
憑

性
が
揺
ら
い
で
い
く
。「
私
」
は
自
殺
を
阻
止
す
る
際
に
、乙
竹
に
自
殺
さ
せ
る
時

間
や
考
え
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
そ
の
時
間
に
「
言
葉
を
詰
め
」、「
の
べ
つ
幕
な

し
に
ぺ
ら
ぺ
ら
と
や
る
に
限
る
」
と
考
え
た
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
私
」
は
、

事
実
に
空
白
や
不
連
続
性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、聞
き
手
（
読
者
）
が
疑
問
を
抱
く
事

実
の
空
白
と
時
間
を
与
え
な
い
よ
う
に
、「
の
べ
つ
幕
な
し
に
ぺ
ら
ぺ
ら
と
」
語
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
空
白
か
ら
目
を
そ
ら
せ
る
よ
う
な
語
り
は
、
そ
の

執
拗
さ
ゆ
え
に
空
白
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
し
、語
り
の
信
憑
性
を
下
げ
て
い
く
。

い
わ
ば
、「
鞭
」
で
は
、
文
体
の
途
切
れ
と
描
写
の
欠
落
、
空
白
の
創
造
と
い
っ
た

不
連
続
性
が
、
語
り
の
信
憑
性
を
「
見
分
け
る
道
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
お
わ
り
に

　　
本
稿
で
は
、船
上
と
い
う
環
境
に
注
目
し
、「
私
」
の
「
習
慣
」
を
も
と
に
「
私
」

の
語
り
を
再
検
討
し
て
き
た
。
先
行
論
で
は
、「
鞭
」
は
、
船
客
を
「
自
殺
」
さ
せ

て
し
ま
っ
た
不
覚
を
語
る
物
語
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、「
私
」
の

「
習
慣
」
の
基
盤
と
な
る
海
事
法
や
職
業
的
立
場
を
踏
ま
え
て
読
み
直
す
と
、そ
こ

に
は
会
社
の
損
失
を
最
小
限
に
し
、
自
分
の
評
価
を
下
げ
な
い
た
め
、
疑
義
や
誤

解
を
受
け
付
け
な
い
よ
う
に
意
識
的
あ
る
い
は
無
意
識
に
自
己
保
身
す
る
心
理
が

立
ち
上
が
っ
た
。

　「
鞭
」
で
は
、
事
件
の
証
言
あ
る
い
は
審
判
の
場
に
お
い
て
、
職
務
専
念
を
証
明

で
き
る
か
ど
う
か
が
「
私
」
の
進
退
を
決
め
る
。
と
こ
ろ
が
、「
私
」
の
語
り
に

は
、
文
体
の
途
切
れ
や
描
写
の
欠
落
、
目
撃
者
の
不
在
な
ど
、
聞
き
手
ま
た
は
読

者
の
想
像
を
誘
発
す
る
よ
う
な
空
白
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
空
白
は
「
私
」
の

語
り
を
「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
に
変
え
、
職
務
専
念
を
証
明
す
る
決
定
打
を

「
私
」
か
ら
奪
っ
て
し
ま
う
。
こ
こ
に
は
職
務
に
専
念
し
た
男
が
そ
れ
を
証
明
で

き
な
い
と
い
う
危
機
が
あ
る
。
職
務
怠
慢
が
罪
な
ら
ば
、
そ
れ
を
証
明
で
き
な
い

「
私
」
は
罪
人
な
の
だ
ろ
う
か
。「
船
」
が
航
行
と
い
う
連
続
性
の
な
か
で
越
境
す

る
よ
う
に
、「
私
」
も
ま
た
職
務
と
い
う
連
続
性
の
な
か
で
懲
戒
か
否
か
の
境
界
線
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に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
、
彼
も
ま
た
鞭
打
た
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い

え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
読
み
解
い
て
く
る
と
、「
鞭
」
と
「
機
械
」
に
は
文
体
だ
け
で
は
な

く
、「
私
」
が
「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
と
な
り
、
物
語
に
複
数
の
解
釈
を
許
容

す
る
こ
と
で
真
相
が
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
共
通
点
が
あ
る
。
し
か
し
、「
機

械
」
は
結
末
に
お
い
て
「
鞭
」
と
袂
を
分
か
つ
。

　
私
は
も
う
私
が
分
ら
な
く
な
つ
て
来
た
。
私
は
た
だ
近
づ
い
て
来
る
機
械

の
鋭
い
先
尖
が
じ
り
じ
り
私
を
狙
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
る
だ
け
だ
。
誰
か
も

う
私
に
代
つ
て
私
を
審
い
て
く
れ
。
私
が
何
を
し
て
来
た
か
そ
ん
な
こ
と
を

私
に
聞
い
た
つ
て
私
の
知
つ
て
ゐ
よ
う
筈
が
な
い
の
だ
か
ら
。

　「
機
械
」
で
は
、「
私
」
自
身
が
「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
で
あ
る
こ
と
を
明

言
し
、
自
分
を
審
判
す
る
「
誰
か
」
を
物
語
に
引
き
込
む
。
一
方
、「
鞭
」
で
は
、

聞
き
手
（
読
者
）
に
船
上
の
知
識
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
そ
れ
が
前
景
化
す
る
。
船

の
「
習
慣
」
に
疎
い
人
が
読
め
ば
た
だ
の
経
験
譚
だ
が
、
そ
れ
に
明
る
い
人
が
読

め
ば
「
信
頼
で
き
な
い
語
り
手
」
に
よ
る
審
議
す
べ
き
証
言
と
し
て
立
ち
現
れ
る
。

　
横
光
は
、
後
年
「
覚
書
」（『
文
学
界
』、
一
九
三
三
・
六
）
で
「
心
理
」
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
語
る
。

　
心
理
―
―
そ
れ
は
絶
対
に
書
け
ぬ
。
む
し
ろ
書
け
ぬ
も
の
す
べ
て
が
心
理

だ
と
思
ふ
。わ
れ
わ
れ
の
書
き
得
る
心
理
と
は
た
だ
心
理
説
明
に
す
ぎ
な
い
。

そ
れ
故
、
心
理
を
書
く
と
は
模
様
を
書
く
と
い
ふ
こ
と
だ
。

　「
鞭
」
で
は
、
船
で
の
「
習
慣
」
や
社
会
的
な
立
場
を
知
っ
て
い
る
か
否
か
に

よ
っ
て
異
な
る
心
理
が
象
ら
れ
る
。
横
光
は
、
作
品
の
素
材
の
背
景
知
識
を
、
物

語
を
発
展
・
転
換
す
る
装
置
と
し
て
機
能
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
手
法
は
『
上

海
』
で
も
用
い
ら
れ
、
よ
り
描
写
が
詳
細
に
な
っ
て
い
く
。
以
上
よ
り
、「
鞭
」
は

心
理
を
直
接
的
に
「
説
明
」
す
る
の
で
は
な
く
、背
景
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
よ
っ

て
「
模
様
」
の
よ
う
に
描
き
出
し
た
実
験
的
な
作
品
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

注（
1
）
谷
川
徹
三
「
文
藝
時
評
」（『
新
潮
』、
一
九
三
〇
・
一
〇
）。

（
2
）
波
多
野
完
治
『
文
章
心
理
学
』（
三
省
堂
、
一
九
三
五
・
一
〇
）。

（
3
）
伴
悦
「『
鞭
』、『
時
間
』、『
悪
魔
』
に
つ
い
て
」（『
國
文
學
論
輯
』、
一
九
九
六
・
三
）。

（
4
）�

藤
澤
桓
夫
宛
書
簡（
一
九
三
〇
・
七
・
二
八
消
印
）。「
僕
は『
改
造
』〔
機
械
〕の
を
仕
上
げ

て
と
思
ひ
鉢
巻
き
を
し
て
ゐ
る
の
だ
が
、少
し
も
進
ま
ず
、向
ふ
〔
東
北
〕
へ
い
つ
て
か
ら

ま
だ
『
中
央
公
論
』〔
鞭
〕
と
『
日
日
』〔
寝
園
（『
東
京
日
日
新
聞
』、一
九
三
〇
・
一
一
～�

一
二
）〕
の
小
説
、
と
言
ふ
具
合
」。

（
5
）�

千
葉
亀
雄「
文
藝
時
評

　
九
月
の
雑
誌（
三
）」（『
東
京
日
日
新
聞
』、一
九
三
〇
・
九
・
二
）。

（
6
）
大
森
義
太
郎
「
文
藝
時
評
」（『
改
造
』、
一
九
三
〇
・
一
〇
）。

（
7
）
川
端
康
成
「
九
月
作
品
評
」（『
新
潮
』、
一
九
三
〇
・
一
〇
）。

（
8
）�

河
田
和
子
「
戦
前
の
上
海
航
路
と
昭
和
期
の
文
学
者
」（『CO

M
PA

RA
T
IO

』、

二
〇
〇
一
・
三
）、
劉
姸
「『
鞭
』（『
中
央
公
論
』
一
九
三
〇
年
九
月
、
全
集
第
三
巻
）」

（『
横
光
利
一
研
究
』、
二
〇
一
五
・
三
）。

（
9
）
日
本
郵
船
株
式
会
社
『
七
十
年
史
』（
一
九
五
六
・
七
）。

（
10
）
写
真
は
木
津
重
俊
編
『
日
本
郵
船
船
舶
一
〇
〇
年
史
』（
海
人
社
、
一
九
八
四
・
九
）
に

拠
る
。

（
11
）
日
本
郵
船
株
式
会
社
『
日
本
郵
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』（
一
九
三
五
・
一
二
）。

（
12
）
神
戸
海
運
業
組
合
『
神
戸
海
運
五
十
年
史
』（
一
九
三
五
・
四
）。

（
13
）
井
手
照
人
編
『
上
海
年
鑑
』（
上
海
日
報
社
出
版
部
、
四
海
書
房
、
一
九
二
六
・
一
一
）。

（
14
）「
上
海
長
崎
間
を
僅
か
二
十
七
時
間
の
快
速
船
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』、
一
九
二
二
・�

九
・
一
三
）。

（
15
）「
日
支
連
絡
船
ノ
検
疫
方
法
ニ
関
ス
ル
件
依
命
通
牒
（
大
正
十
三
年
五
月
二
十
九
日
発
衛

第
六
号
長
崎
、
兵
庫
県
知
事
宛
）」・「
乗
組
検
疫
ニ
関
ス
ル
件
（
大
正
十
二
年
二
月
衛
発

第
三
〇
号

　
衛
生
局
長
通
牒
、
長
崎
県
知
事
宛
）」（
佐
々
木
作
一
編
『
防
疫
関
係
法
典
』

医
海
時
報
社
、
一
九
二
九
・
八
）。

（
16
）「
外
国
人
本
邦
入
国
規
則
ノ
除
外
ニ
関
ス
ル
交
換
公
文
」（
一
九
一
八
・
一
）。�

（
17
）
同
注
14
。「
日
華
連
絡
船
」
が
速
度
と
利
便
性
に
よ
っ
て
価
値
を
生
じ
る
点
は
、「
頭
な
ら

び
に
腹
」（『
文
藝
時
代
』、
一
九
二
三
・
九
）
の
三
等
特
別
急
行
列
車
の
特
徴
と
共
通
す

る
。

（
18
）『
七
十
年
史
』（
同
注
9
）、『
日
本
郵
船
株
式
会
社
五
十
年
史
』（
同
注
11
）。

（
19
）『
支
那
に
於
け
る
排
日
運
動
と
今
回
の
排
外
暴
動
』（
大
阪
市
役
所
産
業
部
調
査
課
、

一
九
二
五
・
八
）。

（
20
）『
上
海
』（
改
造
社
、
一
九
三
二
・
六
）
に
は
、「
船
は
積
み
込
ん
だ
貨
物
を
そ
の
ま
ま
に

港
の
中
で
ぼ
ん
や
り
と
浮
き
始
め
た
」
と
あ
る
。

二
四
六

（
21
）
横
光
千
代
子
宛
書
簡
（
上
海
よ
り
、
一
九
二
八
・
五
・
一
）
に
は
、「
此
の
手
紙
は
書
い

た
つ
て
、
船
が
出
な
け
れ
ば
日
本
へ
着
か
な
い
、
船
の
出
る
ま
で
、
上
海
の
ど
こ
か
に
停

つ
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
と
、
頼
り
な
い
気
が
す
る
」
と
あ
る
。

（
22
）
同
注
9
。

（
23
）「
世
界
各
地
標
準
時
比
較
」（『
最
新
地
理
年
鑑
』、
未
央
社
、
一
九
二
九
・
四
）。

（
24
）『
九
州
沿
岸
水
路
誌

　
総
記
・
航
路
記
・
九
州
全
岸
及
附
近
島
嶼
』（
水
路
部
、一
九
三
〇
・�

六
）。

（
25
）
久
本
千
佳
子
「
横
光
利
一
『
鞭
』
に
つ
い
て
」（『
目
白
近
代
文
学
』、
一
九
九
〇
・
五
）

は
、
横
光
が
構
図
の
象
徴
性
を
踏
ま
え
、
作
品
内
に
「
生
き
て
ゐ
る
者
」
と
「
死
の
う
と

す
る
者
」
と
い
う
構
図
を
指
摘
し
た
。

（
26
）
日
本
海
事
学
会
編
『
海
国
読
本�

船
と
海
運
の
智
識
』（
日
本
海
事
学
会
出
版
部
、

一
九
三
〇
・
七
）。

（
27
）
同
注
26
。

（
28
）
坂
本
陶
一
『
交
通
論
第
一
巻
（
海
運
）』（
東
京
宝
文
館
、
一
九
一
四
・
三
）。

（
29
）「
近
海
航
路
噸
数
別
貨
客
船
乗
組
員
給
料
（
海
運
概
況
）（
昭
和
元
年
）」（『
船
員
保
険
調

査
資
料
』、
社
会
局
保
険
部
、
一
九
二
八
・
八
）。

（
30
）「
上
海
港
港
則
（
一
九
一
三
・
五

　
一
九
二
四
改
訂
）」（『
水
路
誌
附
録
』
水
路
部
、

一
九
二
五
・
三
）。「
日
華
連
絡
船
」
の
検
疫
に
関
し
て
は
「
日
支
連
絡
船
ノ
検
疫
方
法
ニ

関
ス
ル
件

　
依
命
通
牒
」（
同
注
15
）
に
拠
る
。

（
31
）
森
島
逸
男
『
海
難
審
判
制
度
史
』（
成
山
堂
書
店
、
一
九
七
九
・
二
）。

（
32
）
同
注
25
。

（
33
）
今
日
出
海
「
文
藝
時
評
」（『
作
品
』、
一
九
三
〇
・
一
〇
）。

（
34
）
同
注
2
。

（
35
）
石
橋
紀
俊
「
横
光
利
一
『
機
械
』
論
―
―
欠
陥
機
械
の
可
能
性
」（『
横
光
利
一
研
究
』、

二
〇
〇
八
・
三
）。

（
36
）
渥
美
孝
子
「『
高
架
線
』
か
ら
『
機
械
』
へ
―
―
昭
和
五
年
の
横
光
利
一
」（『
横
光
利
一

研
究
』、
二
〇
〇
六
・
三
）。

（
37
）
こ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
「
真
実
性
の
錯
覚
」
と
同
じ
作
用
が
認
め
ら
れ
る
。

（
38
）「
龍
田
丸
料
理
長
の
惨
殺
体
発
見
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
三
〇
・
六
・
二
七
）。

（
39
）
樋
貝
詮
三
『
海
商
法
提
要
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
二
八
・
四
）、
保
険
に
つ
い
て
は
吉
田

虎
三
郎
『
新
海
事
法
令

　
増
訂
三
版
』（
一
九
二
五
・
七
）「
商
法
海
商
編
」
六
六
七
条
を

参
照
。

（
40
）「
長
崎
丸
の
機
関
長�

航
海
中
投
身
す
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
二
八
・
八
・
一
六
）。

（
41
）「
生
田
春
月
氏�

投
身
自
殺
す
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
三
〇
・
五
・
二
一
）。

（
42
）『
長
崎
県
統
計
書
』（
長
崎
県
、
一
九
二
六
～
一
九
三
〇
）。
数
に
は
沿
岸
か
ら
の
自
殺
も

含
む
。「
鞭
」
で
は
「
首
で
も
縛
ら
れ
て
は
困
る
」
と
あ
り
、
海
上
に
お
け
る
入
水
、
縊

死
、
服
毒
す
べ
て
の
自
殺
手
段
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）
同
注
2
。

（
44
）
横
光
は
、「
カ
ア
ル
・
ド
レ
イ
エ
ル
監
督
作
品
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
受
難
』
合
評
記

録
」（『
映
画
往
来
』、
一
九
二
九
・
一
一
）
の
な
か
で
、「
心
理
を
表
現
す
る
に
は
顔
に
限

る
と
思
ひ
込
む
だ
所
と
技
巧
に
対
す
る
大
胆
さ
と
が
成
功
し
た
ん
だ
な
」と
高
く
評
価
し

た
。「
機
械
」
に
も
表
情
の
描
写
が
多
い
。

（
45
）
兒
玉
得
三
「
犯
罪
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
二
、三
薬
物
ノ
急
性
中
毒
ニ
就
テ
」（『
治
療
新
報
』、

一
九
二
九
・
一
〇
）。

（
46
）
川
端
康
成
宛
書
簡
（
一
九
二
八
・
四
・
九
消
印
）
に
は
「
一
等
な
の
で
面
白
く
な
い
」
と
あ

る
。

（
47
）
横
光
千
代
子
宛
書
簡
（
一
九
二
八
・
四
・
九
消
印
）
に
は
「
支
那
人
」
と
「
日
本
人
」
と

同
室
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、後
年
に
こ
の
中
国
人
と
の
や
り
と
り
が
「
李
君
と

の
航
海
」（
仮
題
、
生
前
未
発
表
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
48
）
ウ
ェ
イ
ン
・
Ｃ
・
ブ
ー
ス
（
米
本
弘
一
ら
訳
）『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
修
辞
学
』（
水
声
社
、

一
九
九
一
・
二
）。

（
49
）
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ジ�

（
柴
田
元
幸
・
斎
藤
兆
史
訳
）『
小
説
の
技
巧
』（
白
水
社
、

一
九
九
七
・
六
）。

付
記

 

引
用
部
の
「
／
」
は
改
行
を
示
し
、〔
〕
内
の
補
注
、
傍
点
・
傍
線
は
八
原
に
よ
る
。
横
光
の

引
用
部
は
全
て
河
出
書
房
新
社
版
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
に
よ
っ
た
。
本
稿
は
、
二
〇
二
五

年
九
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
横
光
利
一
文
学
会
第
二
五
回
研
究
集
会
（
於
龍
谷
大
学
）
に
お
け

る
口
頭
発
表
の
内
容
に
加
筆
修
正
を
加
え
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
、
貴
重
な
ご
教
示
を

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
）

横
光
利
一
「
鞭
」
論

二
四
七
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（
21
）
横
光
千
代
子
宛
書
簡
（
上
海
よ
り
、
一
九
二
八
・
五
・
一
）
に
は
、「
此
の
手
紙
は
書
い

た
つ
て
、
船
が
出
な
け
れ
ば
日
本
へ
着
か
な
い
、
船
の
出
る
ま
で
、
上
海
の
ど
こ
か
に
停

つ
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
と
、
頼
り
な
い
気
が
す
る
」
と
あ
る
。

（
22
）
同
注
9
。

（
23
）「
世
界
各
地
標
準
時
比
較
」（『
最
新
地
理
年
鑑
』、
未
央
社
、
一
九
二
九
・
四
）。

（
24
）『
九
州
沿
岸
水
路
誌

　
総
記
・
航
路
記
・
九
州
全
岸
及
附
近
島
嶼
』（
水
路
部
、一
九
三
〇
・�

六
）。

（
25
）
久
本
千
佳
子
「
横
光
利
一
『
鞭
』
に
つ
い
て
」（『
目
白
近
代
文
学
』、
一
九
九
〇
・
五
）

は
、
横
光
が
構
図
の
象
徴
性
を
踏
ま
え
、
作
品
内
に
「
生
き
て
ゐ
る
者
」
と
「
死
の
う
と

す
る
者
」
と
い
う
構
図
を
指
摘
し
た
。

（
26
）
日
本
海
事
学
会
編
『
海
国
読
本�

船
と
海
運
の
智
識
』（
日
本
海
事
学
会
出
版
部
、

一
九
三
〇
・
七
）。

（
27
）
同
注
26
。

（
28
）
坂
本
陶
一
『
交
通
論
第
一
巻
（
海
運
）』（
東
京
宝
文
館
、
一
九
一
四
・
三
）。

（
29
）「
近
海
航
路
噸
数
別
貨
客
船
乗
組
員
給
料
（
海
運
概
況
）（
昭
和
元
年
）」（『
船
員
保
険
調

査
資
料
』、
社
会
局
保
険
部
、
一
九
二
八
・
八
）。

（
30
）「
上
海
港
港
則
（
一
九
一
三
・
五

　
一
九
二
四
改
訂
）」（『
水
路
誌
附
録
』
水
路
部
、

一
九
二
五
・
三
）。「
日
華
連
絡
船
」
の
検
疫
に
関
し
て
は
「
日
支
連
絡
船
ノ
検
疫
方
法
ニ

関
ス
ル
件

　
依
命
通
牒
」（
同
注
15
）
に
拠
る
。

（
31
）
森
島
逸
男
『
海
難
審
判
制
度
史
』（
成
山
堂
書
店
、
一
九
七
九
・
二
）。

（
32
）
同
注
25
。

（
33
）
今
日
出
海
「
文
藝
時
評
」（『
作
品
』、
一
九
三
〇
・
一
〇
）。

（
34
）
同
注
2
。

（
35
）
石
橋
紀
俊
「
横
光
利
一
『
機
械
』
論
―
―
欠
陥
機
械
の
可
能
性
」（『
横
光
利
一
研
究
』、

二
〇
〇
八
・
三
）。

（
36
）
渥
美
孝
子
「『
高
架
線
』
か
ら
『
機
械
』
へ
―
―
昭
和
五
年
の
横
光
利
一
」（『
横
光
利
一

研
究
』、
二
〇
〇
六
・
三
）。

（
37
）
こ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
「
真
実
性
の
錯
覚
」
と
同
じ
作
用
が
認
め
ら
れ
る
。

（
38
）「
龍
田
丸
料
理
長
の
惨
殺
体
発
見
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
三
〇
・
六
・
二
七
）。

（
39
）
樋
貝
詮
三
『
海
商
法
提
要
』（
巌
松
堂
書
店
、
一
九
二
八
・
四
）、
保
険
に
つ
い
て
は
吉
田

虎
三
郎
『
新
海
事
法
令

　
増
訂
三
版
』（
一
九
二
五
・
七
）「
商
法
海
商
編
」
六
六
七
条
を

参
照
。

（
40
）「
長
崎
丸
の
機
関
長�

航
海
中
投
身
す
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
二
八
・
八
・
一
六
）。

（
41
）「
生
田
春
月
氏�

投
身
自
殺
す
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』、
一
九
三
〇
・
五
・
二
一
）。

（
42
）『
長
崎
県
統
計
書
』（
長
崎
県
、
一
九
二
六
～
一
九
三
〇
）。
数
に
は
沿
岸
か
ら
の
自
殺
も

含
む
。「
鞭
」
で
は
「
首
で
も
縛
ら
れ
て
は
困
る
」
と
あ
り
、
海
上
に
お
け
る
入
水
、
縊

死
、
服
毒
す
べ
て
の
自
殺
手
段
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。

（
43
）
同
注
2
。

（
44
）
横
光
は
、「
カ
ア
ル
・
ド
レ
イ
エ
ル
監
督
作
品
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
受
難
』
合
評
記

録
」（『
映
画
往
来
』、
一
九
二
九
・
一
一
）
の
な
か
で
、「
心
理
を
表
現
す
る
に
は
顔
に
限

る
と
思
ひ
込
む
だ
所
と
技
巧
に
対
す
る
大
胆
さ
と
が
成
功
し
た
ん
だ
な
」と
高
く
評
価
し

た
。「
機
械
」
に
も
表
情
の
描
写
が
多
い
。

（
45
）
兒
玉
得
三
「
犯
罪
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
二
、三
薬
物
ノ
急
性
中
毒
ニ
就
テ
」（『
治
療
新
報
』、

一
九
二
九
・
一
〇
）。

（
46
）
川
端
康
成
宛
書
簡
（
一
九
二
八
・
四
・
九
消
印
）
に
は
「
一
等
な
の
で
面
白
く
な
い
」
と
あ

る
。

（
47
）
横
光
千
代
子
宛
書
簡
（
一
九
二
八
・
四
・
九
消
印
）
に
は
「
支
那
人
」
と
「
日
本
人
」
と

同
室
だ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、後
年
に
こ
の
中
国
人
と
の
や
り
と
り
が
「
李
君
と

の
航
海
」（
仮
題
、
生
前
未
発
表
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
48
）
ウ
ェ
イ
ン
・
Ｃ
・
ブ
ー
ス
（
米
本
弘
一
ら
訳
）『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
修
辞
学
』（
水
声
社
、

一
九
九
一
・
二
）。

（
49
）
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ジ�

（
柴
田
元
幸
・
斎
藤
兆
史
訳
）『
小
説
の
技
巧
』（
白
水
社
、

一
九
九
七
・
六
）。

付
記

 

引
用
部
の
「
／
」
は
改
行
を
示
し
、〔
〕
内
の
補
注
、
傍
点
・
傍
線
は
八
原
に
よ
る
。
横
光
の

引
用
部
は
全
て
河
出
書
房
新
社
版
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
に
よ
っ
た
。
本
稿
は
、
二
〇
二
五

年
九
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
横
光
利
一
文
学
会
第
二
五
回
研
究
集
会
（
於
龍
谷
大
学
）
に
お
け

る
口
頭
発
表
の
内
容
に
加
筆
修
正
を
加
え
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
、
貴
重
な
ご
教
示
を

く
だ
さ
っ
た
方
々
に
、
記
し
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

（
弓
削
商
船
高
等
専
門
学
校
）

横
光
利
一
「
鞭
」
論

二
四
七
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